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本書の 

使い方 


この 本は、 写真を 見ながら イラストを 描く ときに、 どのような 点に 注意して 描いて いけば いいの かを 理解す るた 
めの ものです。 静止して いる 姿、 動いて いる 姿 や 日常の 動きを 中心に、 さまざまな ポーズと イラストを 収録して 
います。 描く ときの ポイント に加え、 必要な 箇所には バース （遠近法） の 理論 も 導入して います。 写真を 見た ま 
ま 起こす のでは なく、 必要な 線を 選びながら、 体を 立体的に とらえて 動きの ある キャラクターを 描きましょう。 


見方 


❹  描き 方の コツ 

写真から イラストに 起こす 際に、 注 
意すべき 点を まとめました。 コツを 
意識し なが ら 描いて みて く ださい。 


〇 体の 向き •• 

体を 立体的に 把握す 
るた めの 図です。 体 
の パーツの 向きを と 
ら える ことで、 動き 
の ある キャラクター 
が 生まれます。 


# 


it 


* 

_ 


_ 


* 

* 

_ 

__ 

* 

_ 

_ 

!_ 

_ 

_ 

_ 

暑 

_ 

_ 

ft 

_ 


縦、 横、 奥行きの 
3 要素で とらえる 

キャラクターを 縦、 横、 
奥行きの ある 箱に 入れて 
とらえる ことで、 全身を 
立体的に 把握し ます。 


<3> 


アイ レベル 


見て いる 側の 目線の 高さを 
表す マ ー ク。 本書では、 人 
体を 立体的に とらえる ため 
の、 バース (遠近 感) の 理解 
に 役立ちます。 


❹  POINT 


POINT 


マン ガ 表現に 欠かせな 
い ポイント や、 応用 表 
現につ いて 解説して い 
ます。 さらに 上達を 目 
指す 人は 必見です。 


の 人の 場合 


背中の 筋肉を 細かく 描き 込む 
と、 筋肉質で 引き締まった ア 
ス リー ト のよ ラな 背中を 表現 
できます。 


❺  ZOOM 

イラスト や 写真を 拡 
大して 見た 方が 理解 
が 深まる 箇所に つい 
ては、 “ZOOM'’ で 示 
しま した。 


バストは 脇と つながって います 〇 
この場合、 腕を 手前に まっすぐ 伸 
ばす ため、 バス トは 中央に 寄った 
形になります。 
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マン ガデッ サンの 

基本 

マン ガ デッサンでは、 見た ままを そのまま 描き 表すので は 
なく、 マン ガ らしし ヽ 表現になる ように さま ざまな 工夫が 必 
要になります。 まずは 作画 テクニックを 覚え ましょう。 


実際の 姿を 写しと る 「デッサン」 に 対し、 「マン ガ デッサン」 は デフォルメ する 描き 方です。 
マン ガ デッサンの 場合 も、 デッサン のように 人体の 動きに 対する 理解が 重要です。 


実際の 姿を 写し 取る 

「デッサン」 と は 輪郭線の 強弱 や 太 さで、 見た ままを リ 
アルに 表現す る 技法です。 上の 絵は 描き 込み 線が 多 
く、 陰影 や 質感な どを 見た ままに 表現して います。 
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線を そぎ 落として デフォルメ する 

マン ガの デッサンでは、 輪郭の 余分な 線を 消し、 ス 
タイル や 女性の 表情を 魅力的に 描きます。 こうした 
“ デフォルメ H が キャラクターに 命を 吹き込みます。 


実際の 成人 女性の 体の バランスは 5.5 頭 身〜 6 頭 身 くら 
いで、 全身に 対して 頭の 割合が 大きい のが 特徴です。 し 
かし マン ガ では、 7 頭 身〜 8 頭 身く らいに デフォルメし 
て 描く 方が バラ ンスが よくなります。 


“ マン ガ デッサン” は 通常の デ ッ サンと は 異なり、 自 分が 
どういう 絵を 描きたい のかを イメージして、 その キヤ ラ 
クター の" らし さ (個性)” を 引き 出す 最低限の 「線」 を 作り 
出す 作業です。 必要 以外の 線は そぎ 落とします。 


脇の 線を 簡略 化し、 肩の ライン も なだらかに しました。 陰影 
や 質感 表現を 抑えて 華奢な 体を 表現し ます。 


一般的な スタイルの まま マン ガに 起こす と、 リアルです 
が、 面白みの ない キャラクター になって しまいます。 キ 
ャ ラク ターの 個性を 活かせる よう、 顔、 足の 長さ や 腰、 
バス トを 強調して 魅力的な キャラクターを 作り出します。 


ばっちり した 目を 強調し、 輪郭線を より 丸く 描く ことで さら 
に 明るく 可愛ら しい 印象の キヤ ラク ターに。 
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通常の デッサンとは 違い、 マン ガで 描く 場合は 全身の バランスに 気をつける ようにし ます。 

頭 身を 意識して、 魅力的な キャラクター を 描きましょう。 
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POINT 


理想的な 頭 身は 7.5 〜 8 頭 身 

頭 身とは、 身長と 頭部の 長さとの 割合の ことを 指します。 成人 女性 
(男性) の リアルな 体は 6 頭 身く らいです が、 マン ガの キャラクター 
では、 女性、 男性と もに 7.5 〜 8 頭 身く らいで 描く のが 理想的です。 


，儀 


% ラインに 
あご 

14 ライ ン より 少 
し 大きく 頭を 描 
きます。 大きさ 
は 7.5 頭 身 くら 
いが 目安 


ラ 8 ラインに 
脇の 下 

脇の 下は2/ 8 ライ 
ン 上に あります。 


4 ▲ラインに 
恥骨 


% ラインに 恥 
と 手首を 合わせ 
て、 足の 長さを 
手の 長さの バラ 
ンス をと ります。 


38 ラインの 
上方に ひじ 

ひじの 位置は3 /8 
ラインの やや 上 
にく るよう に 描 
きます。 


ウェス トの 

/JU  ^9° 

111 直 

ウェス トは、 バ 
ストから バスト 1 
つ 分 下げた とこ 
ろに 設定し ます。 


ひざの 位置 

ひざ 下は 長く 描 
いた 方が スタ イ 
ルが よく 見え ま 
す。 ひざは6 /8 ラ 
イ ンの やや 上を 
目安に します。 


% 


Vs 


Vq 


% 


% 


% 


% 


Vb 


理想的な 頭 身の 描き 方を マスター したら、 頭 身を 変化 させて キャラクター の 個性を 際立たせ ましよう 

年齢 や 性格に よって 変わる 頭 身 表現を 見て いきまし よう。 


モデル 体型 

モデル 体型と もい われ、 現実に 存在 
する 最も スタ イ ルの よい 体型です。 
頭が 小さく、 股下が 長いの が 特徴。 
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成人 

成人した 女性は 7.5 頭 身く らいで 表 
現します。 あごの 位置 や 恥骨の 位置 
に 注意して 描き ましよう。 


青年期  幼児期  デフォルメ 

コミカルに デフ オル メ した 2 頭 身。 
首 下に 比べて 頭を かなり 大きく 描 
き、 手足を 短く します。 


爾 i 


マン ガ デッサン とは/頭 身を 描き 分ける 


15 〜 18 歳の 青年期を 表現す るには 
6,5 頭 身く らいに。 7.5 頭 身よりも ァ 
ウ トラインを ふつく ら させます。 


5、 6 歳の 幼児 体型を 描く ときは、 5 
頭 身く らいに します。 体の くびれ 表 
現を 抑え 気味に 描きます。 
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筋肉の しくみを と 6 える 

キャラクター を 生き生きと 動かす ためには、 体の 動きを つかさどる 筋肉の 働きを 
頭に 入れて おく ことが 大切です。 その上で 自然な 動作を 観察して みまし よう。 


目を 閉じます。 


さん かく  きん 

二 角 筋 

口角を 引き下げます 


かん りん #ん 

眼 輪 筋 


簸 i 麄 

まゆ 毛を 
寄せます。 


しょう ■ん 

笑 筋 

口を 横に 
引っ張ります 


Si 翁 

唇を 動かします 

か しん か せい さん 


下唇 下 制 筋 


下唇を 引き下ろします。 


顔には、 表情を 変える 筋肉が あります。 
よく 使われる のは 眉と 唇を 動かす 筋肉。 
口は 縦 方向、 眉は 横 方向に 動きます。 


前腕 屈筋 群 

手を 握ったり、 
手首を ひねります。 


腕には、 腕を 曲げる 上腕筋と 手を 曲げる 
前腕 筋と があります。 手の 曲げ 伸ばす 際 
の、 筋肉の 収縮に 注意し ます。 


ひじを 伸ばす ときに 
使います。 


せん ねんしん きんくん 

前腕 伸筋 群 - 

手を 開いたり、 
手首を 伸ばします。 


上腕 三頭筋 


手の甲 側 


上腕 二頭筋 

ひじを 曲げる ときに 
使います。 
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上半身 

刖 


三角筋 

腕を 上げます 


0 


大胸筋 

物を 持ち上げたり、 
押す 動作に 使います。 


麁 M 筋 

上体を 曲げる 動作に 
使います。 


女性は、 大胸 筋の 表現を 控えめ にし、 乳 
房を 強調し ます。 男性は 大胸筋 や、 腹 直 
筋を 描き 込む と 力強 さが 出ます。 


II  〇 きん 


僧帽筋 

頭部と 肩甲骨を 
動かします。 


は1 


広 背筋 

腕を 引き下げます 


〇 


tf  §  S* 


脊柱 起立 筋 

上体を 起こす ときに 
使います。 


背中は、 筋肉の 隆起 や 骨格を アウ ト ライ 
ンに 表現し ます。 隆起した 背 柱 起立 筋の 
間には 背骨の くぼみが できます。 
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マン ガデツ サンの 基本 


マン ガデツ サンとは/ 筋肉の しくみを とらえる 


大腿 直 筋 


歩行、 走行 時な どに 使い 
ひざを 伸ばします。 


前 腔# 筋 


足を 持ち上げます。 


太 ももから ひざ、 くる 
ぶしまでは 外側から 内 
側に 向かう 線で 緩やか 
に 湾曲し ます 筋肉の 
つき 方に 注意し ます。 


夭 腿 二頭筋 

ひざを 曲げます 


腓 腹筋 —— 

足を 伸ばします 


ヒラメ 筋 - 

つま 先を 伸ばします 


0 


腓 腹筋は、 力を入れる とぐ つと 
隆起し ます。 アキレス腱 とも 連 
動して いるので、 総合的な 動き 
として とらえます。 
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人 さし 指から 小指を 
伸ばします。 


ワ凑メ  M  v  rv 

長 母 指 伸筋 


親指を 伸ばします 


立って いる ときに 体の 全 
体重を 支える 足。 足の 筋 
肉では、 アキレス腱 がふ 
くらは ぎの 筋肉と 同調す 
ると きの 伸縮に 注意して 
描き ま しよう。 


し 


長 指 伸筋 


アキレス 筋 

足を 伸ばします。 


腓骨 筋 

足を 曲げる 動作に 
使います。 


II 


体の 動作で 覚えて おき 
たいの が、 腕と 足を 曲 
げる 動作です。 筋肉の 
収縮の 仕方を 覚えて お 
けば、 自然な 動きが 描 
ける ようになります。 


1 


腕を 曲げ 

上腕 二頭筋が 収縮 
して 反対側の 三 頭 
筋が 伸びます。 上 
腕 二頭筋の 筋肉の 
隆起を アウ トライ 
ンで 表現 します。 


1 


大腿 直 筋が 
伸びる 


足を 曲げる 

太 ももは 大腿 直 筋 
と 大腿 二頭筋が 収 
縮し ます 大腿 二 
頭 筋の 隆起を 描く 
と 動作が 伝わり ま 
す。 


マン ガ デッサンとは \ 筋肉の しくみを とらえる 
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平面 的な 人体に 立体感を つける のが アウトライン （輪郭線） の 表現です。 
単純な 直線 や 曲線を 使う のでは なく、 筋肉の 隆起を 意識して 描いて みまし よう 


ウェス トの 表現 

胸板と ウェス トの 差 
を 実物よりも 出し、 
腹筋 表現を 入れる こ 
とで 力強 さが 加わり 


ます 


〇 


太 も モ .し’，:. 

盛り上がり 

内 太 ももの 筋肉の 
隆起は 1 本線で 表 
現します。 実物よ 
り も 大げさに 段差 
を 入れます。 


腕の 

盛り上がり 

筋肉の 隆起を 強調す 
る ことで 腕に 立体感 
が 出ました。 ごつ ご 
つした 線で アウト ラ 
インを 形作ります。 


ふくらはぎの 
後ろの 表現 

内側に 見える 下腿 
二頭筋が 伸びて い 
る 様子 も 線で 描き 
込みます 


立体を 線に 起こす ときは、 最低限 
どのような 線を 作り出せば その 立 
体を 「立体」 と して 認識で きる のか 
を 考えて みる ことが 大切です。 


V、 


POINT 


効果的な 線の 
作り出し 方 

マン ガを 描く ときは、 筋 
肉の 動きを 意識す ると わ 
かりやす いでし ょう。 ま 
た、 普段から 人体を 立体 
的に とらえる クセ をつ 
け、 違和感の ない 体を 描 
ける よう) にし ましょう。 

L 


アツ サノ 


マン ガ デッサン 


立体と しての 
筋肉の 動きを 
表す 線 


立体を 意識し 
ない と 違和感 
が ある 


実物の 写真 どおりの デッサン。 腕 や 肩 
の 筋肉の 隆起が 目立ちません。 


筋肉の 動きを 表す 線を 選んで 入れる と 
自然で 立体的になります。 

_ j 
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骨格が 

浮き上がる 

鎖骨 や 助 骨な ど 
の 骨格が 強調 さ 
れ ます。 細い 線 
で 描き 込みます。 


目立たせる 


脂肪が 少ない 
分、 手 や 足を 細 
く 描きます。 


関節を 

引き締める 


関節 や ウェスト 
の 筋肉を ぐっと 
引き締めて 描き 
ます。 


筋肉を 

目立たせる 

筋肉の 描き 込み 
レベルを 上げて 
アウ ト ラインの 
盛り上がりを 描 
きます。 


筋肉 や 骨が 
見えない 


脂肪に 覆われ 
て、 筋肉 や 骨の 
隆起が 見えな く 
なります。 


丸みを 
強調す る 

手足を 太 く、 大 
きく 出た 腹部 や 
胸部は 丸みを 意 
識 して 描きます。 


筋肉の 表現の 描き 込み、 強調す る 体の パーツな ど、 

アウ ト ラインの デフォルメ 表現を 応用 すれば、 男女の 性差を 描き 分ける ことができます 


首は 細く 描く 

女性の 首は 細く 描き 
ます。 首の 筋肉 （胸 
鎖 乳 突 筋） も あまり 
描き 込みません。 


筋肉 表現は 
省略す る 

しわ や 筋肉の 線は あ 
まり 描き 込まずに 省 
略します。 滑らかな 
曲線を 意識して アウ 
トラインを とります。 


腰 幅は 肩幅の 
半分く らい 

腰 幅は 肩幅の 半分く 
らいを 目安に します。 
また、 肩幅 も 狭く 設 
定 します。 


X 脚が 
美 脚 ライン 

ひざから 下が 軽く 外へ 
向く  x( エツ クス) 脚気 
味に 描く ときれ いに 見 
えます。 ひざから ふく 
ら はぎ、 くるぶし がつ 
くように します。 


女性ら しさを 表現す るに 
は、 筋肉を 表現を 控えめ 
にし、 やわらかい 曲線で 
アウトラインを 形作り ま 
す。 手足 も 小さめ に すら 
っ とした 体型になる よう 
にします。 


女性の 体は 腰の ふく 
ら みを 中心と した 〇 
型を 意識し ます。 


豊満な バストは 女性ら しさの 象徴で  腰から ヒップに かけて 曲線を 描き ま 
す。 キャラクター によって 描き 分けて。 す。 ヒップは 丸く 大きく 描きます。 
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首 まわりの 
筋肉を 強調 

男性の 首は 筋肉が 発 
達して いるので、 太 
く 描きます。 あごの 
ラインく らいの 太 さ 
になる ようにし ます 


筋肉 やし わを 
強調す る 

首 や 肩 まわり、 腕、 
足に しわ や 筋肉を 表 
現す る 線を 描き 込ん 
で 男性ら しさを 強調 
します。 


ウェス トを 
引き締める 

胸部から ウェス トに 
向かって アウ トライ 
ンを 引き締め ると ス 
タイルよ く 見えます。 


肩幅を 広く 
筋肉質に 描く 

男性は 肩幅を 広く 描 I 
き、 筋肉の 厚み も 表 
現します。 


筋肉 や 骨格の 発達した 男 
性は、 ゴ ツゴツ した 硬い 
直線で 人体の アウ ト ライ 
ン をと りましょう。 脂肪 
が 少ない ので、 骨格 や 筋 
肉の 凹凸を 目立たせ るの 
も ポイントです。 


肩に 比べて 腰 幅の 狭 
い 男性は、 ▽の 字の 
シル エツ トです。 


首 や 肩 まわりの ごつごつした 筋肉 描写  上腕 二頭筋な ど、 腕の 筋肉の 隆起を 描 
で、 力強 さ を 表現 します。  き 込み ま しよう U 
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因旧國 


の 


る 


キャラクターを 平面では なく 立体と して とらえる と、 より 生き生きとした 表現が 可能です。 

縦、 横、 奥行きの 3 要素を 意識して 立体的に 描いて みまし ょう。 


体の 動きは 
円筒で 考える 

人体は 立体です。 そ 
の 立体の 側面が どこ 
に 向いて いるかを と 
ら え、 作画に 反映 さ 
せまし よう。 


※本 逍 では、 体の 向きが わかり 
にくい ところに、 上図の ような 
図を 入れて あります。 立体の 把 
握に 役立てて ください。 
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縦、 横、 奥行きの 
3 要素で とらえる 

キャラクター を 縦、 横、 
奥行きの ある 箱に 入れて 
とらえる ことで、 全身を 
立体的に 把握し ます。 


<5> 


アイ レベルを 
意識す る 

立体的に とらえる ために 
は、 見て いる 側の 目線の 
高さ （ニ アイ レベル) も大 
切です。 アイ レベル 上の 
消失点 (下図 参照） に 向け 

て 遠近 感 (ニ バース） がつ 
きます。 


※本書では、 アイ レベルが わかりに 
くいと ころに、 上図の ような アイ レ 
ベルマークを 入れて います。 あくま 
で 参考です が、 作画に 役立てて くだ 
さい。 


実際は 平行な 線で も、 
遠近 感を とらえる ため 
には 斜めになります。 
この 斜め 線を 「パース 
ライン」 と 呼び、 パー 
スラ インは アイ レベル 
上に ある 「消失点」 に 集 
まります。 


1 点 透視図法 

物体を 正面から 見 
たと き、 奥に 向か 
う 縦の 線 だけに パ 
_ス がつ く 絵の こ 
とを 指します。 


2 点 透視図法 

物体を 角から 見た 
とき、 縦、 横の 方 
向に 2 つの 消失点 
が ある 絵の こと。 


3 点 透視図法 

物体を 見上げたり 
見下ろした りする 
とき、 縦、 横、 高 
さの 方向に 3 つの 
消失点が ある 絵の 
こと。 
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① アイ レベルを 決める 

まず、 アイ レベルを 決め、 どのくらいの 
角度で キヤ ラク ターを 描きたい のかを 考 
えながら 2/8、 ％、 6/8 ラインに パー ス をつ 
けます。 このと き、 地面に グリッド 線を 
描いて おきます。 


立体的に 描こうと しても、 どうし 
てち ラ ま < いかない ことち あるは 
ずです。 失敗 例から 学んで 作画に 

ノ古 かしよ しよ つ。 


② バースを 意識して 描く 

パースを 意識しながら キャラクター を 描 
きます。 筋肉の 向き、 立体感が わかる よ 
うに、 補助線を 描き 込みながら 作業を 進 
める とよいで しよう。 全体の バランス も 
ここで 整えます。 


(3： 清書す る 

人体の シルエットが 決まったら、 線の 数 
を 減ら して 人体の 各 パーツを 整えます。 
質感を 意識して 太い線と 細い 線を 描き 分 
け、 清書して 完成です。 


足の 奥行きがない 

振 り 上げた 足の 奥行きを うまく 
表現で きていません。 太 もも、 
ふく ら はぎの 形に パースを つけ 
る 必要が あります ^ 


バースが 合わない 

両足の バースは とれて います 
が、 体が 同 一 のバ ー スで 描かれ 
ていない ため、 足と 上半身が ち 
ぐは ぐな 印象に なって います。 
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M 
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アイ レベルと パースに ついて 理解したら、 人体を 上下から みたと きの 描き 
方を マスターし ましよう。 立体的に とらえる ことが 大切です。 


頭を 

小さく 描く 

アイ レベルから 最も 
遠い ところに ある 頭 
は 小さく 見えます。 
比率に 気をつけ なが 
ら 描きましょう。 


下から 見上げる と 足 
が 長く 見えます。 特 
に、 ひざ 下を やや 長 
めに 描く ようにし ま 
す 〇 


足が 

長く 見える 


手の 下側が 
見える 

下から 見た アングル 
だと、 正面から では 
見えない 手の 下側 や 
曲げた 足の甲が 見え 
ます。 こうした 部分 
を 描く ことで 絵に 説 
得 力が 出ます。 


下から 見上げる 構図で 
す。 アイ レベルに 近い 
足が 大きくな り、 上半 
身から 頭に かけて 小さ 
くなります。 


アイ レベル 

アイ レベルは く 
るぶ しの やや 上 
にあります。 ァ 
イ レベルに 近い 
足は 大きく、 頭 
に 向かって 小さ 
く 描きます。 


アイ レベルを とったら、 身長を 決めて 
全身の 中間より やや 上に ①の 点を 打ち 
ます。 ① から 頂点までの 半分より やや 
上に ②の 点を 打ったら、 それぞれを％、 
% ラインと 考えて 描きます。 縦の 長さ 
だけでなく、 横幅の 変化に も 注意し ま 
しよう D アオリを きつく したい 場合は 
①の 点を より 上に 描きます。 


アオリ の 構図は、 威圧 感 など 相手を 圧倒す る 
ような 強さ や 恐怖と いった 印象を 与えます。 
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4 


フ カン 


上から 見下ろす 構図です。 アイ レべ 
ルに 近い 頭から、 人体の パーツが 短 
縮され て 小さく なる のが 特徴。 


M 


肖 失点 

M  XX*  #11% 


〇> 


囑， 


アイ レベル 

頭よりも 高い ところ 
に アイ レベルが ある 
ので、 足 先にい くに 
したがつ て、 バーツ 
が 小さくな ります。 


頭を 

大きく 描く 

アイ レベルに 最も 近 
い 頭が 大きく 見え ま 
す。 頭の 上が 見える 
ことに も 注意し まし 


よろ 


〇 


手の 上面が 
見える 

正面からの 視点では 
見えない 手の 上側 や 
足の裏が 見えます。 
顔との 比率を 調整し 
ながら 描きます。 


足は 短く、 下に 
いくほど 細く 描く 

足は 短く 短縮され て 見 
えます。 パ ー スの 補助 
線を 引いて、 太 ももと 
ひざ 下の 比率を 考えな 
がら 縦 幅と 横幅を 変化 
させます。 


POINT 


アイ レベルを 意識した 
フ カン 時の 人体の 描き 方 

アイ レベルを とったら、 全身の 長さ 
の 中間より やや 下に ①の点 を 打ち、 
頂点と ①の 点との 中間より やや 下に 
②の 点を 打ちます。 それぞれを％、 
y8 ライン と 考えて 人体の ノ ヽ° —ツを 描 
いていき ます。 フ カンを きつく した 
い 場合は、 ①の 点を 中間 点よりも よ 
り 下側に 打ちましょう。 


<3> 


② 


① 


/4 


% ライン 


% ライン 


フ カン 


状況 説明 や 弱さ 


上から 見下ろす 構図は、 状況 説明 的な カツ 
や、 人物を 弱々 しくみせ る 効果が あります。 
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立体感の ある 体を 描く 
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誰でも 最初から 上手に 絵を 描く ことは 
できません。 現在、 第一線で 活躍され て 
いる 方々 も、 皆さん 最初は そうだった の 
ではない かと 思います。 

私 も 人物の 顔は よく 描いて いたので そ 
れ なりに 描けた のです が、 身体を つける 
となんだ かいび つに …… 。 部分 部分に 目 
がいって しまって 全体の バランスが とれ 
ていなかった のです。 

色を 塗る 事 も 大嫌いでした。 思い通り 
の 色の 表現が できず、 イラ イラして ぽ 
いっと 筆を 投げて しまい ま した。 

技術を 知らない、 知ろうと しなかった 
のです から 当然の ことです。 どうしよう 
もな く 行き 詰って、 このまま じ や 駄目 だ 
と 思い、 たく さんの 技術 書を 読み あさり、 
いろいろな 絵を 見 ま した。 

すると、 驚く よう な 新たな 発見が あり、 
今まで 悩んで いた 事 も あ っ さり と 解決し 
ていきました。 バランスが とても 重要 だ 
という こと も わかり、 絵を 全体で 見る よ 
うにな って、 知っている もの や 好きな も 
の だけ 描いて いると、 とても 狭い 世界の 
表現し かで きない ことに 気づき ま した。 

もともと、 私は 女性と メカを 描く のが 
大の 苦手で、 筋肉質な 男性を 描く のが 得 


意でした。 やはり 自分が 得意な ものと い 
うのは、 好きだったり 憧れが あったり す 
る ものな の だと 思います。 

そこで、 まず、 女性 や メカの 資料を た 


くさん 用意して、 よいと ころ、 好きな と 
ころを 見つける ことから 始めました。 そ 
ういう ところが 見つかる と 描く のが 苦に 


ならず、 


しくな つ こきます。 


そうして 研究を している うちに、 今 ま 
で 得意だった もの I こ 関しても、 より 豊か 
な 表現が できる ようになりました。 


色 塗 D も 同じように 意識を 変え、 光を 


描く ことで 表現が 広がる 楽し さを 見つけ 
る ことができました。 色彩 効果を 学べば、 
思い通りの 表現が できず、 イラ イラして 


筆を 投げる、 という こと もなくなります 
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いろいろな ものを 見て 学んで 吸収し、 
絵と して 吐き出す ことによって、 また 新 
しい ものが 見えて きます。 そのうちに、 
今まで 越えられなかった 大きな 壁 も、 小 
さく 見える ようになって、 簡単に 越えら 
れ るよう になる かもしれ ません。 

固定観念に とらわれて 食わず嫌い にな 
ら ずに、 さまざまな ことに チヤ レンジし 


て 視野を 広げて みる ことは、 とても 大事 
な こと だと 思います。 


2 章 

静止して いる 

体を 描く 


静止して いる 体を 作画す る 際は、 全身を バランス よく 描く 
ことが 重要です。 いろいろな ポーズを 参考に、 筋肉の 凹凸 
や 重心の 位置な どの 基本の 描き 方を 学び ま しよう。 


首は 頭を 支える 土台で あり、 頭を 動か 
す 役目 も 担って います。 


0 —— ^ 


肩は 最も 可動 範囲が 広い 部位で あり、 
腕 や 手の 動きを 支えて います。 
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^7 マン カに するとき の ホ イン ト 

アウトラインを デフォルメ する 
立体的に 見える よ ラに 描く 
腰の くびれ など、 女性ら しい メリ ハリ をつ ける 
体の ラインは、 曲線 的に 描く 


胸 鎖 乳 突 筋 


胸 鎖 乳 突 筋 （首の 筋肉） の 線を 描き 込む 
と 頭と 首が 立体的に 見えます。 


大腿 直 筋 


せ 4 


前 脛骨 筋 


太 ももの 前 側、 後ろ 側、 内側に ある 筋 
肉で 足を 曲げ 伸ばしし ます。 


女性の 場合、 肩の 筋肉は 描きません。 
丸い アウ トラインを 意識し ましよう。 


しなやかな 腰の ラインは、 肋骨の す ぼ 
まりと 骨盤の 広さの 差から 生 じます。 
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□B 基本 


立って いる 人物を 描く 際は 


% 


胴体、 手足、 背骨な ど、 全体の バランスを 整える ことが 重要です。 


重心の 線を 引いて、 重心の 位置を 意識しながら 描きましょう 
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重心の 線 
1 

I 


V- 


肩幅と ウェス トの 
理想的な 比率 

ウェス トは、 肩幅の 半分 くら 
いで 描く と 女性ら しい メリ ハ 
リの ついた 体になります 。図 
のよ ラな アタリ 線を 描いて 練 
習を してみ ましょう。 


首から ヒップに つながる 
背骨は、 S 字 状の アタリ 
を 描きましょう。 背骨の 
アタリは、 後頭部から 描 
きます。 


ヒップ ラインの ふく らみ 
は、 曲線を 意識す るよう に 
丸く 描き ましよう。 また、 
肩甲骨よりも ヒップが 突き 
出て いるの が 特徴です。 


ふくらはぎから 足首 I 
向かって 細く 描く 


足を 描く 際は、 アウ ト ライン 
のとり 方が 重要です。 女性ら 
しし ヽ 脚線美 を 表現す るには、 
ふくらはぎから 足首に 向かつ 
て 細く 描き ましよう。 


胸の ふくらみは、 女性 キャラクター 
の 魅力に つながる 大事な ポイントで 
す。 パストを 真横から 描く ときは、 
円に 近い 曲線で 描きましょう。 


重心の 線 


ra  ^  xu  ノ 

屑 甲 骨を 描く 

肩甲骨の 隆起 している 
部分は、 八の字 状の 線 
を 描き 入れて 表し まし 

よ  ノ〇 


描 


、今 A 


«il 


腰骨には、 逆 ハの 字を 
描き 込みましょう。 ま 
た、 腰骨が 張って いま 
す。 ヒップ ラインに 


い 込む ような、 太 もも 
の ラインを 入れる と 線 
にメ リノ、 リが 'つきます。 


烟 


ざ 裏の 凹 C 


入れる 


ひざ 裏の 関節 部分には 
凹凸が あります。 凹凸 
がわ かるよう な ライン 
を 入れて、 ふくらはぎ 
に 向かう ふく らみ につ 
なげ ましよう。 


立って いる 女性の 背面には、 肩甲骨 
による 凹みが できます。 この 凹みを 
強調して 描く と、 女性ら しいし なや 
かな 背中を 描く ことができます。 
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重心の 線 


V 


2 章鐮止 している 体を 描く 


立つ/基本 
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E3B アオリ 


フ カン 


アオリと フ カンを 効果的に 使う と バリエーション 豊かな 構図が 描ける ようになります。 

角度の 違いに よって 描き 方の ポイントが 異なる ので 注意し ましよう。 


足 力 


L.%*  I 
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アオリの 場合、 通常の 角度 
よりも 足が 長く 見えます。 
また、 足の 間にで きる 隙間 
の 描き 方 も 角度の 違いを 表 
す 上で 重要です。 


ESCO 


アオリを 描く 際は、 アイ レべ 
ルから 離れる ほど 小さく 描く 
のが コツ です。 イラスト のよ 
〇 に 立体を 意識して 、腕， 胴 
体、 足な ど 各 パーツの ブロ ッ 
ク が 重な り 合う イメージを 持 
つて 描き ましょう。 


フ カン 
正面 


f 


頭は 大 


く 


アイ レベルの 位置が 高 
くなる につれ て、 頭は 
大きくな り、 顔の 各バ 
ーツは 近づいて いきま 
す。 鎖骨の くぼみ も 深 
く はっきり と 出ます。 


基本的な ことは 女性 
と 同じです。 頭は 小 
さく、 足下を 大きく 
描き ましよう。 骨 ば 
つて 発達した 筋肉を 
強調す るよう に 描き 
ます。 


頭は 大きく、 足下は 
小さく 描きます。 男 
性の 特徴で ある 広い 
肩幅は、 フ カンの 場 
合、 狭く 見えて しま 
わない よう、 強調し 
て 描き ましよう。 


2 簟 _ 止して いる 体を 描 ,< 


立つ/アオリ. フ カン 
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首は 肩に 隠れ、 あごを 残し 
て ほとんど 見えない ので、 
後頭部の 線は そのまま 背中 
につな がります。 


通常の 角度からは 見えな か 
つた 奥 側の ヒップ も 見える 
ようになります。 


足は 右 だけし か 見 
えません が、 足 先 
は 左右 両方 見える 
ので、 描く 際には 
注意が 必要です。 


フ カンの 場合、 胸が 胴体 
から 突き出し ている こと 
がわ かる 構図になります。 


頭に 隠れた 肩の 部分を 意識し 
て おく と 左側の 腕 も 描き やす 
くなります。 形が' とりにくい 
場合は、 鎖骨を 基準に 組み 立 
てまし よ 〇。 
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肩甲骨と 背骨は、 通常の 角 
度から 見る よりも 目立って 
見えます。 マン ガに 起こす 
際は、 はっきりと 濃く 描く 

よつ 卜 し1 ましよ つ。 


ヒップは ふつ くらと した 丸 
みを 強調して 描き ましよう。 
股間 部分の 隙間は、 通常の 
角度よりも 広くな ります。 


後頭部の アタリ は 難易度が 高 
いので、 補助線を 多用し、 立 
体が とらえ やすくなる 工夫を 

し盂 しよ つ。 


正面から 見た ときは、 目立た 
ない 背骨の ライ ンが浮 き 出 ま 
す。 この ラインを 線で 描き 入 
れる ことで、 フ カンから 見た 
構図が 強調され ます。 


. 


腰骨から 太 ももまでの ライン 
は、 丸みを もたせて 描き まし 
よう。 ヒップは 中心が 凹んだ 
ような 形になります。 


静止して いる 体を 描く 

bMW  -  ^  I  ^p. 


立つ \ア オリ. フ カン 
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SB 男性 

性の 場合、 筋肉 や 骨格が 発達して いるた め、 全体 的に がっちりして 骨太な イメージです。 
作画す る 際は、 筋肉の 盛り上がり や 骨格の 太 さを 強調して 描きましょう。 


首に 斜め 方向には しる 
胸 鎖 乳 突 筋を 強調して 
描く と、 男性ら しい 力 
強さが 生まれます。 


成人 男性の 標準 的な 肩幅 
は、 頭 3 つ 分を 目安に し 
ています。 


腹部は 筋肉の 筋が 見える 
ため、 ゴ ツゴツ した ライ 
ン になります。 肩幅に 比 
ベて 腰 幅が 狭く、 逆 三角 
形の ような 体型です。 


パストと ウェス トの 差を 強調 
し、 メリ ハリ をつ けて 描く 
と、 より 男性ら しい 筋肉質な 
体型になります。 


争 


肩と 腕の 境に くびれ を 
描き 込み、 筋肉が 盛り 
上がって いる 様子を 表 
します。 


1；*, 
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筋肉 や 骨の 形が 出 や 
すいた め、 ヒップの 
形は 四角形に 近く、 
ヒップ ラインは 直線 
的に 描きます。 


屑 
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肩甲骨と 広 背筋の ラインを 
描き 込み、 男性ら しい 筋張 
つた 背中を 表します。 


s はみ を 描く 

女性と 同様に ヒップの 
上には、 逆三角形 のく 
ぼみ がで きます。 


背中の 筋肉を 細かく 描き 込む 
と、 筋肉質で 引き締まった ア 
スリ _ 卜の ような 背中を 表現 
できます。 


fll 止して いる 体を 描く 


立つ/男性 
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〇汞 さまな —  ス 

「立つ」 の バリエー シ ヨンと して、 動きの ある ポーズを 描いて みまし よう。 

上体を ひねったり、 つま 先で 立ったり、 腕を 組んだり など、 日常の 何気ない ひと コマを 集めました。 


振り向く 


「振り向く」 は 上体を 


ひねる 動作です。 肩 
の 開き や 背骨の しな 
りな ど、 上体の 形の 
変化に 注意して 描き 


よ レ  <3-^ 」 。 


上体を ひねる ことで 眉 
が 開きます。 肩と 同時 
に 肩甲骨の 位置 も 移動 
する ので、 注意し まし 

よノ〇 


背骨から ヒップに 至る ライ 
ン は、 振り向く ときに 背骨 
がしなる ため、 S 字の ライ 
ンを 強調 して 描きます。 


丸く 曲線 的な ヒップ ラ 
インで、 女性ら しさを 
より 強調し ます。 


胸 鎖 乳 突 筋 


耳の 下から 正面には しる 胸 
鎖 乳 突 筋を 強調して 描き ま 
しょう。 胸 鎖 乳 突 筋は、 耳 
の 下を 通って 鎖骨と くっつ 
きます。 


後ろに 振り向く こと で 上体の 向きが 
変わります。 胸部は ほぼ 真横に なり 
ますが、 背骨と 背面は 奧側も 見える 
ので 気をつけ ましよう。 
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「つま 先で 立つ」 は 片方 
の 足に 全身の 重心が か 
かる 動作の ため、 上体 
が 傾きます。 


肩の ラインと 胸の ライ 
ンは ほぼ 平行に なり ま 
す。 アタリ 線を 引いて 
確認し ましよう。 


片方の 腰の くびれ を 強 
調す る ことによって、 
微妙な 体の 傾きを 表し 
ます ^ 


重心の 位置は、 右足 (つ 
ま 先で 立って いる 方の 
足） の 裏にあります。 


腓 腹筋 


/  r 


片足で 立った 場合、 アキ レ 
ス 腱の 筋が はっきりと 出 ま 
す。 ハイヒール などの かか 
とが 高い 靴を 履いた とき も 
アキレス腱の 筋が 出ます。 


女性は、 しなやかな 足を 強調す るた 
め、 腓 腹筋 (ひふく きん) は 描き ませ 
ん。 男性は、 腓 腹筋を 描き 込んで 筋 
肉質な ふ くらは ぎを 表現 します。 
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立つ/さま ざな 立ち ボ I ズ 


ひざ 立ち 


I 
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あごを 引く 動きに よ 
て、 首が 引っ張られ るの 
で、 鎖骨が 浮き出ます。 


隠れ 


CJ 

疋 


ぐ 


：! 描 


隠れて いる 足の 部分 も 
描きながら 作画して み 
ましよう。 全体 的に 
ランスが 整った 仕上が 
りになります。 


Lj；  K 

■  p- 


ヒップと 太 ももの 
境目が はっきりす 
るよう に、 くびれ 
を 描いて メ リハリ 
をつ け ましよう。 


I 


\ 


重心が かかって い 
る 方の 足には、 筋 
肉の 張り出し によ 
る 凹凸が できます。 


' 


ヒップの 丸みが 強調 さ 
れる 構図です ^ ヒップ 
は、 楕円形の アタリを 
描く と バランスが とら 
え やすくなります。 
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軽い 反りに よって、 骨 
盤 部分が 張り出し ま 
す。 骨盤 部分の 張り出 
しは、 薄い ラインを 入 
れて 表し ま しよう。 


肩の 向きと 骨盤の 向き 
は、 平行です。 隠れて 
いる 方の 手と 足は、 肩 
と 骨盤の 延長 線 上に あ 
る イメージで 作画し ま 

しよ' ノ。 


太 ももの 表側と つけ 根の ラインは、 肉 
の 盛り上がりを 意識して 曲線 的に 描き 
ます。 直線 的に 描く と 男性的な ライン 
になって しまう ので 注意し ましよう。 


地面に 接して いる 部分は、 
パースの ついた グリッド 線 
を 地面に 描く と 位置 関係を 
イメージし やすくな り ま 
す。 慣れて きたら、 頭の 中 
で グリッド 線を イメージし 
てみ ま しよ ラ。 


J  VL 


腰に 手を 当てる ことに 
よって、 胸部が 上に 伸 
びます。 胸の つけ 根と 
肩の 筋肉は つなげる よ 
うに 描き ましよう。 


肩の 筋肉と 胸は つなが 
つてい る イメージで 描 
きま しよ つ。 


骨盤の 張り出し 

重心を 片方に 寄せる と 
骨盤が 張り出します。 
この場合、 軸と なって 
いる 方の 腰に くびれ が 
できます。 


足の つけ 根の 
ライン 

足の つけ 根の ラインは 
曲線 的に 描く と 女性ら 
しさが 出ます。 


腰に 手を 当てて いる 
方の 肩甲骨が 強調 さ 
れ ます。 右足に ある 
重心を 意識して 作画 


しま しよ ろ。 


1 
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両腕に 押され、 胸が 中 
央に 寄ります。 両腕は 
胸の 上に かぶ さるよう 

(し^  d ましよ D  〇 


ひじの 位置を 決め 
ると きは、 ウェス 
卜 の 位置を 目安に 
しま しよう。 


両腕が 交差す る複 
雑な 構図です。 手 
首の 位置 や 腕の 位 
置に 注意しながら 
描きましょう。 


iJtL 


「腕を 組む」 イ ラストを 
描く 際は、 交差した 腕 
とひ じの 位置を 正確に 
把握す る ことが 重要で 
す。 鏡を 見て、 腕を 組 
む ポー ジングを しなが 
ら行〇 と 描き やすいで 

しよ つ。 


7 


まずは 胴体を 描き、 腕を 組んだ 
状態を イメージ しなが ら 手首の 
位置を 決めます。 


ひ じの 位置を 決めて 前腕を 描き 
ます。 交差した 上の 腕の 方が ひ 
じの 位置は 少し 高くな ります。 


最後に 手首と 上腕 部分を 調整し 
ながら 描き 込み、 不要な 線を 消 
して 完成です。 


る 体を 描く 


立つ/さま ざな 立ち ポ—ズ 
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肩から 鎖骨に かけ 
ての ラインは、 平 
行に 描きます。 


脇の 下から 腰に かけ 
ては、 くの 字 状の ラ 
インで メ リノ V」 をつ 
けて 表し ま しよう。 


腰を 起点に して 骨盤の 向き も 
緒に 動きます。 


上体を 左に ひねる と 左 肩が 
開きます。 同時に 左腕が 後 
ろに 引っ張られる ため、 背 
骨と 左の 肩甲骨が 浮き出 ま 
す。 背骨と 左の 肩甲骨は 強 
調して 描きましょう。 


腰を ひねる と 背骨の ラインが アウトラインに 
近づいて いきます。 ひねりが きつい ほどこの 
カーブは 強くな り、 足の 見える 向き も 変わつ 
て ひ ざの 表側 が 見える ようになります。 
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手首の 位置を 先に 決 
めてから 描き ましよ 
う。 肩から 指先への 
奥行きを とらえ やす 
くなります。 


« 


片方の 手が 伸びる こと 
によって、 上体に ひね 
りが 加わる ため、 ウエ 
ス トラインに メ リハリ 
がつ きます 。 


! 


/ 


指を 描く 際は、 影が できる 部 
分に 軽い 陰影を つけなが 6 描 
くと 立体感が 出ます。 爪は 指 
に 貼りつ ける ような イメージ 
で 描いて 仕上げましょう。 


指を 差す 
正面 


静止して いる 体を 描 < 


047 


かがむ • 反らす 

「かがむ •反らす」 は 腰が 起点に なって 起こる 動作です。 腰の 位置と 背骨の 動きを 的確に とらえ ましょう 

また、 上半身の 動 きに よって 生 じる 各部 位の 変化に 注意 しましょう。 


かがむ 


奥行きが ある、 体の パー ツ 
の 重なりが ある 場合な ど、 
構図が 難しい 場合は、 パー 
ツを 切断した 際に 切断した 
面が どこへ 向いて いるの か 
を 意識して 描く と 立体的に 
とらえ やすくな ります。 


i  各,，. 


肩の 厚みは、 丸い 曲線 的 
な ラインで 表します。 肩 
の 厚みが 描きに くい 場合 
は、 鎖骨の 位置を 基準に 
作画し ましょう。 


-r  I 


上体は 腰を 起点に 
前に 倒れます。 腰 
の 位置を 意識して 
描きます ^ 


この 構図の 場合、 胸 
は 強調され ます。 通 
常よりも ボリューム 
を 出して 魅力的に 描 
ぎ ま しよ •う。 


後ろに 突き出た ヒッ 
が 強調され る 構図で 
す。 背中から 足に かけ 
て、 ぐの 字の よ 〇 な ラ 
インになります。 
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反らす 
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背中を 反らした 場合、 
胸 全体が 後ろに 引っ張 
られ るた め、 鎖骨の す 
ぐ 下に 形を とります。 


胸部が 上に 引っ張られ 
て 皮が 伸びる ので、 あ 
ばら 骨が 浮き出ます 
が、 マン ガに するとき 
は やわらかな 女性の 雰 
囲 気を 出したい ので 省 

C  <5 ■'しよ  J  a 
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人間の 体が 後ろに 反れる 限界 
の 角度は、 一般的に 45 度く 
らいです。 不自然に 反りす ぎ 
ないように アタリを とりなが 
ら 描きましょう。 


立つ/かがむ •反らす 
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重心のと リ方 

人間は 倒れない ように 全身で バランスを とっています。 

頭、 胴体、 手足の 重心の 位置を 注意しながら 描く ことで、 立って いる 人物の 安定感が 増します 


重心の 線 


ひじを 曲げる 位置 
は、 腰を 目安に 描 
きまし よろ。 


スタンスの 中に 重心が 
あります。 この場合 
は、 両足の 中心に 重心 
があります。 


立って いる 人物の スタ 
ンス (立ち 幅) の 中に 重 
心は あります 3 重心が 
きちんと スタンスの 中 
に 収まって いると 人物 
の 安定感が 出ます。 


1 交差して いる 両足の ひ 
ざは、 わかり やすいよ 
うに ひざの 骨を 強調し 
て 描き ま しよう。 


重心は 頭の すぐ 下に ありま 
す。 作画の 際は、 へその 下 や 
接地 面を 意識して 描き ましよ 
う。 どんな 構図で も 重心の パ 
ランスが とれて いると 安定感 
が 出ます。 反対に、 重心の パ 
ランスを 不安定に すると 躍動 
感が 出ます。 


重心は 頭の 下に ありま 
す ^ 接地 面を 意識して 
描ぎ ま しよ 〇。 


、/ ン 


重心の バランスが とれて いれば、 安定 
した 絵になります。 逆に バランスを 不 
安定に する と 絵に 動きが 出ます。 
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重心の 線 


\ 


i 


スタンスの 線 


スタンスの 線 


隙 


B 


斜め 横から 見る と、 
正面のと きに あった 
両足の 隙間は 見えな 
くなります。 


❶  ZOOM 
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ひさ 


口 
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描か 


f ふ 


背面の 二 


スが わかる 


正面 か ら 見る とひ じか ら 先が 体に 隠れ 
ています が、 斜め 横から 見る とひ じ 先 
が少 し 見えて 後ろ に 手を 回 している こ 
とがわ かる 構図になります。 


ひざの 位置で 交差して 
いる 後ろ足の ひざは、 
前足 に 隠れて 見えない 
ので、 描きません。 


、i ，_、 菖 


スタンスの 間に 頭が 収ま 
つてい る ことが よく わか 
ります。 人物を 描く とき 
は、 常に 重心を 意識して 
作画し ましょう。 


POINT 


足を 交差 した 場合の 重心 

体を 傾けたり、 足を 交差しても 重心の 
パランスが とれて いれば 安定し ます。 


2 車 静止して いる 体を 描く 


立つ \重心 のとり 方 
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重心を 移動す る 

「重心を 移動す る」 体を 描く ときは、 重心の 位置を 正しくと る ことが 重要です。 
アンバランスな 構図に ならない よう、 頭頂部と 足の 位置は 直線 上に 結んで 描き ましよう 


重心の 線 


足の つけ 根は、 曲線 的に 
描き ましよう。 また 曲げ 
ている 方の 足の 骨盤は 凹 
凸が 出て 張り出します。 


重心の 位置を 
把握す る 

片足で 立って いる 場合 
は、 片方の 足の裏に 重心 
が 移動し ます。 頭の 先 か 
ら足 裏まで 直線で 結べる 
ように 人体を 描きます。 


鎖骨を 描く 

両 ひじを 上げて いるた 
め、 鎖骨は くっきりと 浮 
き 出ます。 鎖骨の ライン 
は 肩に つながる よう、 平 
行に 描き ましょう。 


POINT 


重心と 体の バランス 

重心の 線が ら 頭と 腰 が ずれる 
と、 人物は 倒れます。 作画す 


る 際は、 頭部と 足の 位置を 直 
線 上に 結ぶ のが コツ です。 


重心が の 線から 
体が 離れる と、 
横に 倒れます。 


重心が 前に ずれる と、 
上体が 倒れて そのまま 
前に 倒れます。 
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if 


;i 胸の 上に 

両手は 胸の 中央で 合わせ 
ています ^ 奥の 方の 腕 
は、 手前の 腕に 隠れて ほ 
とん ど 見えません。 腕は 
胸の 上に かぶ さる ように 
描き ま しよう。 


腰の 部分は、 引き締まった 
ウェス! 卜を 強調す るよう な 
くの 字 状に 描き ましょう。 


太 ももの 角度を 
断面図で 捉える 

右足を 曲げる 角度が わか 
りず らい 場合は、 太 もも 
の 断面図を 意識して、 立 
体感を とらえ ましよう。 


•:、 


重心は 頭の 下を 通つ 
て、 左の 足の 晨 にある 
ことが わかります。 


fj 


片足を 上げた ときに 腰の 重心が 動く と、 バランス 
をと るた めに 上げた 方の 足が 逆 方向へ 動きます。 
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2 章 静止して いる 体を 描く 


立つ/重心を 移動す る 


重心の 線 


t 


真横に 腕を 突き出し たと 
きの ひじの 位置は、 アン 
ダー バストく らいの 高さ 
を 目安に 描きましょう。 


. t  W 
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あごの 下から 出て いる 首の 
線で 斜め 具合を 表します。 
首の 線が あごの 下の どこか 
ら出 ている のか 注意して 描 
きま しよ 〇。 


脇の 下から 腰に かけて、 くの 字 
のく びれ を 意識して 女性ら しさ 
を 強調し ましよう。 


男性を 描く ときよりも、 少 
し 上の 位置に くびれ を 描く 
と、 女性 らしい くびれ を 
調で き ます。 


この場合の 重心は、 
後ろ足に あり ます。 
重心が 安定す る スタ 
ンスを とりまし よう。 
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よりかかる 


壁と 接する 背中に 多少の 体重が かかって いますが、 基本的に 重心の 位置は 後ろ足に あ 
ります。 作画の 際は、 足の スタンスを 決めて 描く ようにし ましよう。 


重心の 線 


重心 

正面 


顔の 傾きを 描く のが 難し 
い 場合、 顔の 傾きに 合わ 
せ、 中央から 少しず らし 
た 正中線を 入れる と 描き 
やすくなります。 


胸の つけ 根は 脇の 下 
を 通って 腕の つけ 根 
とつな がって いま 
す。 胸の つけ 根を 描 
き、 女性ら しい ライ 
ンを 描き ま しよう。 


この場合の 重心は 後ろ 
足の 位置に あり ます。 
重心の バランスが どの 
く らいになる のかを 決 
めてから 足を 描く とよ 
いでし よう。 


©重心の 線 


赢 


斜め 


重心の 線 


争 


後ろ足の 下に 重 
心が ある ことが 
わかります。 重 
心の 位置を 把握 

しよ しよ つ。 


両足の 間 に 頭が 収まつ 
ています。 いろいろな 
角度から 見る ことで、 
重心の 正確な 位置を 把 
握で きます。 


立つ/重心を 移動す る 
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肩は 可動 範囲が 最も 広い 部位な ので、 さまざまな 動きが 可能です。 
肩の 筋肉は、 腕 や 手の 重みを 支える ために 発達して います。 


肩を 上げる と、 鎖骨 も 連動して 
斜めになります。 


肩と 一緒に 胸部 全体が 上に 伸び 
て 胸の 形は 楕円形になります。 


肩が 動く と 肩甲骨 も 動きます。 
肩甲骨は 鎖骨と 連動 して 動き ま 


す。 


三角筋は 肩を 上下させる ことに 
よって 動きます。 


肩を 動かす と 鎖骨 も 連動す る 
筋肉の 盛り上がる 部分と 凹む 部分を 意識す る 
両腕を 上げる と、 肩甲骨は ハの 字 状になる 
腕を 上に 伸ばす と 胸部 も 一緒に 伸びる 


肩を 動かす 
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片手を 上げる 

片手を 上げる ことによって、 肩 周りの 動き や、 左右の 胸部の 形が 変わります。 

片手を 上げて いる 方の 肩の 動きを よく 見て 描き ましょう。 


片手を 上げる と 胸部の 皮 や 筋 
肉が 引っ張られて 伸びる の 
で、 あばら 骨 や 腹筋が 浮き出 
ます。 あばら 骨を 描き 込む と 
痩せ型、 腹筋を 描き 込む と 筋 
肉質な 女性を 表します。 
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肩甲骨の 動き 

片手を あげる 肩甲骨 も一 
緒に 動きます。 肩甲骨の 
線を 描き、 動いて いる 様 
子を 表し ましょう。 


KO 


ひじの 位置は、 大体 頭の 
位置と 同じになります。 
ひじの 位置を とりながら 
作画し ましよう。 


■IwAw  A  JL 

首は 


I  \ 


顔の 横に 手を もってくる 
場合、 横からは 手に 隠れ 
て 顔が 見えません。 首 も 
肩に 隠れて ほとんど 見え 
ません。 


手を あげてい る 方 
の 肩の 筋肉と 肩 甲 
骨が 強調され、 肩 
の 筋肉は 丸く 盛り 
上がります。 肩 甲 
骨は ハの 字 状に 描 
きま しよ ろ。 


アオリ 
フ カン 


アオリは 足下を 大き 
く、 上の 手を さく 
描き、 フ カンは 下の 
手と 足下を 小さく 描 
くと、 メリノ、 リが •つ 
いて 迫力が 出ます。 


▲ 


暴 


W 


静止して いる 体を 描く 


F 


肩を 動かす \ 片手を 上げる 
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両手を 上げる 

両手を 上げる と両 肩が 動きます。 肩が 動く ことによって、 鎖骨 や 肩甲骨 も 動きます。 

肩の 位置と 各部 位の 変化を 正確に とらえましょう。 


腕から 脇の ラインが 
上に 引っ張られる こ 
とを 意識して 描き ま 
しよう。 脇 まわりは 
ほつ そりさせます。 


肩の 動きと 一緒に 
鎖骨 も 動きます。 


上腕 三頭筋 


男性の 場合、 三角筋と 上腕 三頭筋 
(じようわん さんとうきん) にく ぼ 
みがで きます。 関節の 構造に よつ 
て ひじ 先にで きる 凹凸は、 陰影を 
つけて 表し ましよう。 
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両 肩を 上げる 際に 生 
じる 肩の く ぼみ を 強 
調す る ことで 立体感 
を 表 します。 


両 肩を 上げる と、 肩 甲 
骨は くっきりと 浮き出 
ます。 肩甲骨が 隆起し 
ている 部分に ハの 字 状 
の ラインを 描きます。 


肩甲骨を 寄せる と、 背骨 
は 軽く 反ります。 それを 
表現す る 肩から ヒップ ま 
でつな がる 背骨の ライン 
を 描き 込み ま しよう。 


両 肩を 上げる と 背骨が 後ろに 反り、 背骨 
は 通常よりも S 字 状に 力ー ブ します。 ま 
た、 胸が 上に 向く ことにより、 自然と あ 
ごは 少し 引いた 形になります。 


静止して いる 体を 描く 


肩を 動かす/両手を 上げる 
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両手を 伸ばす 

両手を 前に 伸ばす と、 肩 も 一緒に 前に 動きます。 

女性の 場合は、 やわらか さを 強調す るた め、 肩の 筋肉は あまり 描き こみません。 


両腕を 描く 際は、 手 
首の 位置を 先に 決め 
て おき ましよう。 


バス トは 脇と つながって います。 
この場合、 腕を 手前に まっすぐ 伸 
ばす ため、 バストは 中央に 寄った 
形になります。 


フて f  m  l 


手 がら 肩への 奧 行きのと り 方 
は、 立体の 重なり合いを 意識し 
ます。 パ ー ツの 輪切りの 連続を 
イメージしながら アタリを とる 
と 描き やすいで しよ ラ。 


アウ ト ラインを 
とる 

肩、 ひじ、 手首の アウ 
トラインを とりながら 
描き ま しよう。 


OOM 
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r*7  \ 


rn 


腕を 内側に ねじる ことによ 
り、 アウトラインが 変化し 
ます。 ひじから 手首まで が 
均等に 細くな ります。 


声 


_ 


ヒップ 下から 足首まで 
の アウ トラインは 曲線 
的に 描きます D 


しふう わん 5 ん とう さん 

上腕 三頭筋 


男性の 場合は、 肩 や 腕の 筋肉の 盛り 
上がりを 描き 込む ことで 力強 さやた 
くまし さを 表せます。 


腕を 前に 伸ばす と、 肩 も 腕と 同 
じように 前に 動きます。 作画す 
る 際は、 肩の 位置に 気をつけ ま 
しょ ラ。 肩は 小さな 丸い 盛り 上 
がりで 表します。 


腕を 前に 伸ばす と、 肩 も 前に 動きます 


〇 


腕と 連動 して 動く はずの 肩が 動いて いません 


〇 


一 


2 章 静止して いる 体を 描く 


立つ/両手を 伸ばす 


063 


■ 


Inr^ 

座る 姿勢で 重要な のは 腰から 背筋を まっすぐに 伸ばし、 太 ももから 膝下に かけての 
足の 長さの バランス。 座る 姿勢は 全体の バランスが 崩れが ちになる ので 気をつけ ましよう 


腹筋に 力を入れる ことで 背筋を まつす 
ぐ 伸ばして います。 


W 

JF 


\ 


/ 


ノ 


力まずに リラックス している 肩は、 な 
だら かな カーブを 描きます。 
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座 面に 接する ヒッ プと太 もも 部分は 体 
重が かかって つぶれた 状態に なり ます。 


ひざ 下と 太 ももの バランスに 気をつける 
肩 やひ ざな どの 節は なだらかな カーブを 描く 
顔、 上半身、 下半身は 同じ 角度に する 
お腹は ややへ こませ まる 


力が 入って いない 肩は、 角度の 大きな 
カーブになります。 


へそを 中心として、 ゆるやかな くぼみ 
が 表れます。 


S 


太 ももは、 曲線 的な アウトラインを 描 
きまし よ 
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静止して いる 体を 描く 


いろいろな シチュエーションで 登場す る 重要な 構図です。 座り 方の 違いで 女性ら しさ や 
男性ら しさが 出ます。 足を 描く ときは、 座 面に 接して いる 太 ももの 裏の ふくらみに 注意し ましよう 


両 ひざが くっつく た 
め、 X 脚の ような ァ 
ウ トラインを 描き ま 
し 上 ラ。 


イスの 座 面に 接して 
いる 太 ももの 部分が 
ふくらみます。 曲線 
的な 丸い ラインを 描 
きます。 


066 


立って いると きに 丸い ヒップは、 
イ スの座 面 に 接し てつ ぶれる と 四 
角くな ります。 


背 もたれがない イスに 座 
る 場合は、 背筋を 伸ば 
し、 上体を 軽く 反らせる 
ため、 背骨と 肩甲骨が 通 
常より 浮き出ます。 肩 甲 
骨は ハの 字 状、 背骨は 垂 
直の 線で 表します。 


S 字 ラインを 描く 

上体が 伸びて いるので、 背筋 
に s 字 ラインを 描きます。 


■ 


女性ら しい 
足の 描き 方 

やわらかな 曲線で 太 もも 
とふく ら はぎの アウト ラ 
イン、 細い 足首を 描き ま 
す。 女性ら しい 足の ライ 
ンを 意識し ま しよう 


左腕は 見えない 

横の 場合、 左腕は 右腕 
にかぶ さって いて 完全 
に 見えません。 


上体の 角度が 変わる と、 イス 
の 座 面に 接する 部位 も一 緒に 
変わります。 上体の 角度が わ 
かりにく い 場合は、 矢印を 描 
くと よいで しよう。 


正面 

上体が 前に 向いて いると きは、 
ヒツ ブの ふく らみ 部分が 座 面に 
接します 。 


背中を 丸める と 腰は 上を 向き、 
ヒッ プの 上の 部分が 座 面に 接し 
ます。 


上体を かがめる と 腰は 下を 向 
き、 ヒップの 下部と 太 ももが 座 
面に 接します。 


2 章醇 止して いる 体を 描く 


座る/イスに 座る 
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さまざまな 座り 方 


足を組んで 脚線美を 見せたり、 背 もたれに 寄り かかったり …… 。座り 方の バリエ ー シヨ 
ン はさま ざまです。 登場人物を 魅力的に 見せたい ときに 効果的に 使う とよいで しよう。 


太 ももの 
ふくらみを 描く 

ヒッ プは 体重が かかつ 
てつ ぶれた 状態に な 
り、 座 面から 外れた 太 
ももには 余った 肉が た 
まるため、 太 もも 部分 
は 丸く 描きます。 


自然と 

足 先が 伸びる 

靴を はかない 限り、 組 
んだ 方の 足 先は 自然と 
伸びます 3 足の甲を 長 
く 描き ま しよう。 


IA 


mm 


足を組んだ 状態を フカ 
ン から 見る と、 両足は 
弓な りに 曲がって いる 
かの よ 〇 に 中央に 向が 
い、 ひざ 同士は クロス 
します。 


足を組む ことによって 脚 
線 美が 強調され ます。 太 
もも や ふくらはぎに 曲線 
的な 丸みを つけて 女性ら 
しさを 表します。 
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背ち たれに 
寄り かかる 


I 


k 


f 


dDc^p. 

背 もたれに 上半身を く 
つつける と、 自然と あ 
ごを 引 く 形に なり ま 
す。 首の 長さを 短く 描 
きま しよ ラ。 


A 


l^sua 


» む 

T\ 
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A 
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腰を ずらして 太 ももと 
ヒップに 全体 重を かけ 
ている ので、 太 ももの 
上部が つぶされて ふく 
ら みます 。 


太 ももは 短く、 
、く  b はき は 長 


アオリ 目線の 構図な の 
で 太 もも は 短く、 目線 
に 近し ヽ ふく ら はき' は 長 
く 描きましょう。 


男性の 場合、 一般的 
に 両足を 開いた 楽な 
姿勢で 座ります。 開 
いた 足の 幅 や 上体の 
角度を よく 見て 描き 
ましょう。 腕の 筋肉 
の 盛り上がり や 腹筋 
を 描いて 男性ら しさ 
を 表し ま しょう。 


- 


足 幅は、 肩幅と 
同じく らいの 幅 
で 描く とよいで 
しよ フ〇 


_ 


両手が ひざの 上に 
置かれて いるた 
め、 上体は 前傾に 
なります。 


2 章 静止して いる 体を 描 V 


座る \ イスに 座る 
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地面に 座る 

「地面に 座る」 体を 描く 際に 重要な のは、 胴体と 足の 長さの バランスです。 
地面に 接して いる 部位の ふくらみに 気をつけて 作画し ましよう。 


鎖骨 


mm 


ひざを 抱え込む ことによ っ 
て、 胸は ほとんど 見えな く 
なります。 足の 前で 両手を 
組む ことによって 上半身が 
前 かがみになる ので、 鎖骨 
を 強調して 描きます。 


左右の 足の 長さが 
同じになる ように 
描き ま しよう。 ひ 
ざ 頭の 位置は 肩よ 
り 下です。 


1 肩甲骨の ライ ン には 
ハの 字、 腰骨と 肩 甲 
骨を 結ぶ ラインには 
逆 ハの 字を 描き 込む 
ことで、 女性ら しさ 
を 強調で きます。 


接地 面に つぶされ 
て ヒップが 丸く 広 
がります。 太 もも 
から ひざは、 ウエ 
ス トの 位置を 目安 
に 描き ましよう。 


曲げた 足の 位置が わかり にくい 
ときは、 胴体の アタリを 描いて 
から 足を 描いて みま しよう。 
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足を 

投げ出す 
正面 


肩と 鎖骨は 平行 

肩と 鎖骨の ラインは 平 
行に 描き ましよう。 


ひざの 骨を 描く 


両足が 内側に 向いて しヽ 
るので、 ひざの 骨は 内 
側に 描きます。 


POINT 


足の裏の 描き 方 

足の裏は、 プロックに 分けて 
描きます。 土 ふまず のへ こみ 
が 大きい ので、 へこみを 意識 
しま しよ セ)。 


足の 短縮 加減が わか らな いとき 
は、 地面に グリッド 線と 横から 
見た 足を 描き、 曲線の アタリを 
とる と 描き やすいで しよう。 


園 国 


足を 開いて 
しゃが む 

男性的な ポーズな の 
で、 たくましい 腹筋 や 
肩幅の 広さを 特に 強調 
するとよ いでし ょう。 


上体の バランスを 
とる ために 胸 筋を 
使って います。 


けんこうこつ  こう u い i ん 

肩甲骨 や 広 背筋 
などの 背中の 筋 
肉を 描き 込み ま 
しよ ラ， 


— / 


静止して いる 体を 描く 


座る/地面に 座る 
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両手の 指 そ 

Tf  i  達 

C  ^_J  JnL^  *L_ 


両手の 指を そろえて 重 
ね、 太 ももの 上に 置く 
と、 女性ら しさを 出せ 
ます。 


Av  < 


fo もの 
C ら み: 


正座を すると、 太 もも 
は 左右に 広がり、 上部 
が 隆起し ます。 ふくら 
んだ 部分を 意識して 描 
きまし よろ。 


太 ももの ふく らみ によ 
つて、 ひざの 間には 隙 
間が できます。 影を 入 


S 


れて もよ いでし よう 


太 ももから 足首に か 
けての 曲線 や ふくら 
み 具合に 注意して 作 
画し ましよう。 


ひざを 限界 まで 曲げる とふ くらは ぎは 太 
ももと ぶつかり、 横につ ぶれます。 太 も  ， 
もとの 重なりを 意識して 描き ましよう。 
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さまざまな 座り 方 


シチュエーションに 沿って、 座り 方を 工夫し ましよう。 足を 崩す ポーズは 女性の かわ 
いらし さ、 あ ぐらは 男性ら しさを 表現で きます。 


足を 

崩す 


ひざを とらえる 

はじめに 太 ももを 描き、 
ひざの 位置を 決めてから 
ひざ 下を 描きます。 


ふくらはぎを 描く 

ふくらはぎは、 曲げた ひ 
ざの 下に 重なって いるの 
で 短く 描きましょう 。 


あぐら 


ひざけ 

地面に つかない 

足を組んだ ときの ひざ 
は、 地面に つきません。 


\ 


ふくらはぎは 
押しつ ぶされ る 

ふく ら はぎは ひざを 
曲げた ときに 押しつ 
ぶされ て 左右に 広が 
ります。 ふくらはぎ 
の ふくらみは、 強調 
して 描き ま しよう。 


あぐらの アタリの とり 方 

あぐらの 形が とり づ らいと きは、 はじめ 
に 下にく る 方の 足の アタリを とり、 それ 
に 乗せる ようにもう 一方の 足の アタリを 
とって 全体の 調整を しまし よう。 


静止して いる 体を 描く 


座る/地面に 座る 
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あお 向け 


: 描く 

女性の 場合、 胸は 広がっ 
て夕 ^ 側に 垂れます。 な だ 
ら かに 広がった 胸を 意識 
して 描き ま しよう。 


腰骨が 強調され る 

あお 向けに 寝る と 腹が へこ 
んで 腰骨が 強調され ます。 


腰は 自然に 浮く 

ヒップは 丸みを 

眉、 ヒップ、 足が 地面に 接地 

強調して 描く 

していて 腰骨の 上に ある 背骨 

ヒップは 地面に 接して いるた 

が 湾曲す るた め、 腰は 自然に 

め、 丸みを 強調して 描き まし 

浮きます。 腰の 下に 影を 入れ 

よう。 つま 先は 自然と 伸ばし 

て もよ いでし よう。 

た 状態になります。 

腰は s 字の カーブを 
強調して 描く 

胴体を 描く 際は、 腰の s 字 力 
ープを 意識して 描き ましよ 
う。 体の メ リハリ がつ いて、 
女性ら しさを 表現で きます。 
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腰の くびれ を 描く 


片方の 胸は 地面に 接して いる 
ため、 押しつ ぶされ ます。 胸 
は 楕円形に 描き ましよう。 


寝る 姿を 横向きで 描く 場 
、 腰の くびれ を 強調して 
描き ましよう。 


ヒップの 質感を 
意識して 描く 

ヒップには、 やわらかく ふくら 
んで いる 部分と、 平らで 硬い 部 
分が あります。 それぞれの 質感 
を 意識して、 アウトライン をと 
ると よ いでし よう。 


ヒッフ の 
アウ トフ 


く 


ヒッ ブの 丸みが 強調され る 
構図です。 ヒップは 曲線 的 
な アウ トラインを 意識して 
描き ましよ ろ。 


地面に 接地した 
腕を 描く 

曲げた 両腕は、 地面に つぶ 
されます。 ふくらみを 意識 
して 描き ましよう。 
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さまざまな 寝 方 


「寝る」 には、 キャラクターの 魅力を 引き出す さまざまな 構図が あります。 かわいい 系、 
セクシー 系な ど、 キャラクター に 合わせて 使い分けを してみ ましよう。 


片ひ じを 

つく 


ひじと 腰 
体重が かかる 

地面と 接して いる 方の ひ 
じと 腰に 体重が かかって 
います。 


やや フ カンの 視点で 描かれて いま 
す。 胸の 形 や 大きさを 強調して ダ 
イナ ミックに 描き ましよう。 


あお 向けで 寝る 


基本的な 描き 方は 女性と 
変わりません が、 全体 的 


に 男性ら しい 骨太で 筋張 
つた アウトラインを 意識 
して 描き ま しよう。 


両腕を 頭の 後ろで 組んで 
いるた め、 特に 肩と 腕、 
胸の 筋肉を 強調して 描き 
ましよう。 組んだ 両手は 
頭の 後ろで 見えません。 
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丸くなる 


ザ 


の㈣ 

形の 変化 


nut 


腰から 太 ももに かけて、 丸く 
て 女性ら しい 曲線を 意識した 
アウ ト ラインを 描きます。 


上の 方の 胸は、 重力に 
よって 地面の 方に 下が 
ります。 左右の 胸の 形 
の 変化を 意識して 描き 


ましよ つ。 


し 

て 

い 

る 


描 

< 


S 


胸から 下は、 肋骨の 出っ張り 
と 腹部の くぼみが できて いま 
す。 影を 入れながら 作画す る 
とよいで しよう。 


全身の バランスを とりに 
くく、 難しい 構図な の 
で、 段階を 追って 描く 練 
習を してみ ま しよう。 


① 全体の 大まかな 構図が わかる ぐらいの 
アタリを とります D 


② アタリを とった 6、 各 パーツの バラ 
ンスを 調整し、 質感を 意識し ましよう。 
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私 だけ か t) しれません が …… ）。 

あたりまえの ことです が、 人物に も 背 
景 と同じように パースが あります。 これ 
を 意識で きる とどん な 所から 見た 人物 で 
も 描ける ようになります。 

きっちり 測る 必要はありません が、 普 
段の ラク ガキを 描く ときで も、 こういう 
ことを 意識して 描いて みると いいと 思い 


私は、 ラク ガキ でも 絵の 練習で も、 
キャラクター しか 描かない 場合に、 なか 
なか 「地面」 を 意識して 描く ことは してい 
ませんで した。 

まだ 仕事を 始めた ばかりの 頃、 3 □の 背 
景に 2D の キャラクター のイ ラス トを の 
せる という お 仕事が ありました。 私は 
キャラ クタ ーの 絵を 描く のみな のです が、 
これが なかなか 3 □の 背景と 合わない！ 
背景 込みで 描 くと きは しっかり 水平線 
(アイ レベル） を 決めて パー ス をと るの 
に、 キャラクター のみを 描く 時は なんと 
なくで 済まして しまって いたと いう 事で 
す。 特に、 カメラ （その 場面を 見て いる 
人） と 被写体との 距離が あいまいでした 
(もしかして、 こんな 失敗を してる のは 


人物と パ 


スの  1 


E 


column 


動きの ある 

体を 描く 

人物が うまく 描ける ようになったら、 次なる ステップ 
は 「動作」 です。 基本と なる 5 つの 動作の 描き 方を マ 
スター して、 マン ガに 動きと 躍動 感を つけ ましよう。 


「歩く」 は、 人間が 体を 移動させる ための 基本 動作です。 一歩の 流れを 3 コマに 分けて 描く、 
また さまざまな 角度から 描く ことで、 自然な 「歩く」 ポーズを マスター しまし よう。 


後ろ足の 爪先で 地面を 蹴り、 前足の 着地は か  蹴り 出した 後ろ足に 合わせ、 ひざを 曲げて  体重が 乗って いる 前足の 腰が 支点と なり、 

かとから が 基本 動作と なります。  スライ ドさせる ことで 足を 前に 出します。  動かす 後ろ足の 腰の 方が 低くな ります。 
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歩く という 一連の 動作の 
中で も、 頭 や 肩の 高さは 
多少 上下し ます。 また、 
肩は 腰と 逆に 傾く 仕組み 
になつ ています。 


蹴り 出す 瞬間、 足の指の つけ 根と 指に 力が 
入る 様子を 足 裏の 力ー ブで表 します。 


ひざの スライドの 様子です。 弧を描く よう 
に 高さが 変化して いる ことを 意識し ます。 


足が 交差して 入れ替わる 様子です。 前足の 
方に 腰が ひねられます。 


t 
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正面* 横 •後ろの 各 角度から 「歩く」 を 描きます。 一歩 前に 踏み出した 状態で 

体が どのように バランスを とってい るかを 見て いきまし ょう。 


重心の 線 


手は やわらかく 描 

腕は 脱力 して たれて いる 状態で 
す。 指は 軽く 曲がって おり、 やわ 
ら かく ネ 苗く とより 自然に 見えます。 


肩 まわりの 表現 

腕を 前後に 振って 歩く 
ので、 反動で 肩を 後ろ 
に 引きます。 鎖骨 も 直 
立して いると きより 強 
調して 描きます。 


肩と 腰の 傾き 

両手 両足を 前後に 
描く だけな く、 肩 
と 腰を 少し 傾ける 
ことで 自然な 動作 
に 見えます。 


重心は 前足に 

前足は 体重を 支えて い 
るので まっすぐに 伸び 
た 状態です が、 ふくら 
はぎが 盛り上がって い 
る 様子を 描く と リアル 
に 見えます。 


082 


重/し、 の 線 


背中の カーブ 

前に 出る 頭と、 後ろの 
蹴り 足との 中間に ある 
腰に S 字の カープが で 
きます。 直立の 姿勢よ 
り も カーブを 大きめ に 
描き ま しよう。 


腕の ライン 

腕は 直線よりも、 な 
だら かな 曲線で 表現 
すると 自然な 脱力感 
が 出ます。 


重心の 線 


肩と 腰の 傾き 

肩と 腰を 傾ける こと 
で、 立ち姿と 区別す 
る ことができます。 


ヒップの シワ 

後ろ足の ヒップに、 
地面を 蹴る 際に 力が 
入る ので、 しわを 描 
きます。 


n  zoom 


足 裏の 表現 

爪先が 大きく 曲がり、 足の指は 
見えません。 土 ふまず が 曲線を 
描き、 くぼんで 見えます。 


歩<\ 基本 


m 
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歩いて いる 人物を フ カンから 見て みまし よう。 体の どの パーツが 隠れ 
ている か、 特に 交差 している 部分の 描き 方の 参考に しま しよう。 


マン ガに する 際に、 体の 奥 側の 
手の 表現が あいまい になり がち 
です。 ひじの 位置に 注意して 描 
くと バランス よく 見えます。 


筋肉の 発達して 
いる 男性は、 腕 
が 体から 離れて  I 

います。 


<s>< 


<3> 


※実際には より 上方に あります。 


1 肩の 上面を 描く 

肩の 上面が 見える ので、 

肩と 腰の 動き 

腕を 後ろに 引いた ときの 

肩甲骨の 浮き出し ゃウェ 

鎖骨 や 皮膚が 伸びて いる 

ストの くびれ が 強調され 

様子を 彳田 きます。 

ます。 

足に パースを 

K  V'W ノ, ! 

_ ノ— _ 

ヒップを 

つける 

、'レ:' 

描き 分ける 

足は 短め に 描き ま 

体重が かかって いる 

すが、 前に 踏み出 

r  J ) 

ほうの ヒップは 締ま 

した 足と 後ろ足で 

り、 足を 動かして い 

さら に 太 さや 長さ 

る ほうは ヒップの 下 

の 違いが 出ます。 

\  / 

にし わがで きます。 

前方， 後方と もに、 まずは 箱を 描いて バースを つけ ましよう。 頭と 上半身には 大きな 動きは 
ありま せんが、 腕と 下半身は 奥と 手前で さらに 遠近 感を つけて バランスを とります。 


腕は 前後に 平行に 振って いる 
のでは なく、 体の 外側の 小さ 
な 円を なぞる よう な 軌道で 動 
がして います。 特に 筋肉が 発 
達して いる 男性は、 胸と 脇に 
筋肉の 厚みが あるの で 腕 が 体 
から 離れて おり、 女性よりも 
腕の 軌道が 大きな 円に なり ま 
す。 太って いる 人 も 同様です。 


V 


真上から 見る と、 腕が 多少 内側 
に 入って いるの がわ か ります。 


f 


歩く/基本 
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アオリ で 見る と、 腹筋 や 太 もも の 筋肉の 盛り 上がり がは つ きりと わか 
ります。 足 も 大きく 見える ので、 細かい 表現が 必要になります。 


前方から 見た 人物を 描く 
際は、 下半身の 関節 や 筋 
肉を 目立たせ、 後方から 
見る 場合は ヒップの 表現 
と 足 裏の 表現を 丁寧に 描 
ぎ ましよ ろ。 
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<3>i 


腹筋の 

縦に 腹筋の 筋を 描 
き 入れる と 腹筋を 
使って いる 様子が 
表現で きます。 


背中の 曲線 

背中の s 字の 力一 
ブ と、 腰 まわりを 
大きく 描く と 女性 
らし さが 出ます。 


ひざ 裏の 表現 

ひざ 裏は、 横 方向の し 
わを 描く ことで 位置を 
表します。 


足の 大きさ 

手前に くる 足の 大きさ 
と、 奥の 足の 大きさを 
正確に とらえ ましよ 
う。 片方の 足は 必ず 地 
面に つけます。 


アオリは 前方 •後方と もに、 見る 人の 目に 近い 部分を 大きく 描く ので、 足が 長く、 顔が 小さく 
なります。 手前に 見える 足が より 大きくな るので、 バランスに 気をつけて 描き ましよう。 


歩き 方は 骨格の 違いで 特徴が 
出ます。 男性は“ がに 股” に、 
女性は“ 内股" に 描く ことが 多 
いといえ ます。 また、 女性の 
がに 股は、 おおざっぱ、 がさ 
つな キャラ、 男性の 内股は 内 
向 的、 中性 的な キャラな どの 
印象を 与える こと がで き ます。 
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歩く/基本 


前足は 衝撃を 吸収し、 前傾姿勢を 支える た  足を 大きく 前に 出す ために、 ひざを 曲げて  前足 側の 腕を 大きく 引いて バランスを とる 

めに ふく ら はぎに 力が 入ります。  足を 高く 上げます。  のにと もない、 腰を ひねります 

088 


「走る」 は、 歩く 場合に 比べて 腕の 振り や 足の 蹴り 上げ、 体の 軸が 傾く 角度が 大きくな ります。 

それにより、 走る スピードの 違いを 表現し ましよう。 


$ 


今 


1 k、 


p 


漏 


マン ガに するとき の ホ イン ト 


上体は 常に 前に 倒す 

ひじと ひざを 大きく 曲げる 

体が 沈んだ ときと 伸びた ときで 頭の 位置を 変える 

腰の ライ ンの ねじれを しっかり 描く 


ランスの 

メカニズム 


体が 沈む、 伸びる を 繰 
り 返す ことにより、 頭 
の 位置が 上下し ます。 
肩 や 腰の 位置 も 同様に 
上下し ます 


前足の ふくらはぎの 筋肉を 太く、 通常より 
上の 方に 描き ましよう。 


ひざは 足の 蹴り 出しに よって 斜め 前に 上が 
ります。 


足と 腕が 逆の 動きを する ので、 腰の ねじれ 
を しっかりと 描く こと が 大切です。 
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前足が 着地した 直後の、 体の 重心の 位置と、 各 パーツの 動きを 正確に とらえる とこで、 

全身を バランス よく 描ける ようになり ましよう。 


腰 ラインの 
ねじれの 表現 

腰の ラインが ねじれて 
いる 様子を 腹筋の 線で 
表現し ます。 


肩の 上面を 
描く 

前傾姿勢 になって 
いるので、 正面 か 
ら 見た 際に 肩の 上 
面が 広く 見えます。 


重心の 線 


前傾姿勢を きつく するとより スピ 
ー ド 惑が 出ます。 さらに 効果 線を 
つける ことで 躍動 感が増 します。 


恨り 


腕を 前後に 振る ことで， 
後ろに 引いた 腕 側の 肩の 
位置が 高くな ります。 胸 
部 も それに ともなって 上 
に 引っ張られます。 


ひざの 大きさに 
大小を つける 

前足の ひざを 大きく 高 
く、 後ろ足の ひざを 小 
さく 低く 描き、 両足の 
遠近 感を 出ます。 
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重心の 線 


1 

頭の 位置 

両足よりも 頭は 前に 

ィ、) {し 

あります。 蹴り 上げ 

た 力が まつす ぐ 全身 

に 伝わる 角度です。 

足の 表現に 
迫力を つける 

前足の 踏み込み や、 
後ろ足の 蹴り 上げを 
大きく 描く とより 迫 
力が 出ます。 


!! 


ひじから 先が 見えない 
ことで 奥行きを 表現し 
ます。 


影で 足の 
動きを つける 

前足の 太 ももの 裏に 陰 
をつ ける ことで 足を 引 
き 上げて いる 様子を 表 
します。 


頭を 傾ける 

腕を 振る 反動で 頭が 多少 
斜めに 傾きます。 マン ガ 
にす る 場合は 少 し 大げさ 
に 描く と 勢いが 出ます。 


腕で 奥行きを 
i 表現す る 


頭の 位置を 変える こ 
とで、 速度 や 体型の 
特徴が 出せます。 


重心の 線 
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「走る」 は 動作が 大き い 分、 シチュ エー シヨ ンゃ 心理 状況で 動き に 特徴が 出ます 
顔の 表情 だけでなく、 全身で 感情を 表現し ましよう。 


上半身の 傾き 

小 走り 程度の スピー 
ドな ので、 上半身は 
あまり 前傾に ならな 
いように します。 


筋肉の 表現 

筋肉の 盛り上がりを 
強調し ない ことで リ 
ラックス している 様 
子が 表現で きます。 


動作を 
小さく する 

腕の 振り や 足の 引き 
上げは 小さく、 脇 や 
股を 閉める と 女性ら 
しさが 出ます。 


追い かけて いる 相手との 
関係 や、 相手に 対する 感 
情が 動作 に 表れます。 


■  point 


恐怖 感を 抱き 
逃げて いる 場合 

腕 や 足の 動きを 大きく、 体の バラン 
スを 崩して 描く と、 精神的に 余裕が 
ない 印象を 与えます。 首を すくめた 
り、 体を 縮 こめて いると 相手との 力 
の 差 や 恐怖 感が 表現で きます。 
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あごが 上がる 


あごが 上がり、 目 
は 走って いる 道では 
なく 遠くの 方に 向い 
ています。 


腰が 引ける 

/ 綱 \ 

振りを 

地面を 蹴リ 上げる 

小さく する 

足に 力が なく、 重 

f\  V  \  〆 

腕 や 足の 振りは 小さ 

心が 下がって 腰が 

\  \\  X 

く、 歩く のと 変わらな 

引けます。 

1  \  W 

いく らいの 速度です。 

やる 気の なさ や、 疲 
れ ている 様子を 表す 
走り 方です。 


秦 


I 


妹 キャラな どに 見られ 
る、 女の子 特有の 走り 方 
です。 腕 や 足を 前後では 
なく 左右に 振り、 体を く 
ねらせる と 女の子ら しい 
イメージになります。 


M 


〆 


ザ, 


腕が 脱力 してい 
ると、 より やる 
気の なさが 表現 
できます。 


秦 


上体を 前傾 させずに、 

に 飛び上がる ような 動き 
にす ると スキップ になり 
ます。 前方の 腕と 足は 大 
きく 曲げ、 後方の 腕と 足 
は 伸びて いる 状態です。 


走る/基本 
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「跳ぶ」 ときは、 全身を パネの ように 使って 目的の 方向に 体を 浮かせます。 
マン ガ では 特に 沈み 込む 動作と 伸び上がる 動作の 描き 方を マスターし ましよう 


両足を 揃え、 重心を 一点に 沈み 込ませ ま  跳び上がり 始める と 体が 反り返り、 腹筋と  全身が 伸びても 人間の 足は ひざが ふくらん 

す。 さらに 足首を 最大限に 前傾させます。  背筋が 伸びて 肋骨が 浮き上がります。  で 見えます。 
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切 マ ンガ にす ると きの ポイント 

• 腕の 遠心力を 利用す るので 大きく 描く 
筋肉の 伸び縮みを 線で しっかりと 表現す る 
腕で バランスを とる 
肩 •腰 • ひざの 傾きを とらえる 


❶  ZOOM 

影を 利用す る 

足が 地面から 離れた 
ことを 地面に 影を 描 
くこと で 表現し まし 
よう。 地面から 遠く 
なるほど 影は 小さく 
なります。 


アキレス腱が 伸びて、 足首の 前 側に しわが 
寄って いる 様子を 描き 込みます。 


腹筋の 縦の 線を はっきりと 描いて、 力が 入 
つてい る 様子を 表現し ます。 


足は まっすぐ 伸びて いても、 ひざの 位置と 
ふくらみを 描き ましょう。 


_ 


1 
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mm 真上に 跳ぶ 

跳び上がり、 頂点に 達した 瞬間の 姿勢を さまざまな 角度から 見て いきましょう 

上半身の 使い方は 垂直 跳びと 同様です。 


あごが 上がる 

跳ぶ 瞬間に 目線は 目 
標 地点に 向けられる 
ので、 あごを 上げて 
首の 筋を 描きます。 


指先まで 

伸ばす 

腕は 指先まで しっか 
りと 伸びます。 指を 
揃える とより 高く 飛 
んで いる 印象を 与え 
ます。 


胸の 位置が 
上がる 

体が 引き上げられ、 反 
り 返る ことで 胸の 位置 
が 上がり、 お腹の 面 牙 責 
が 広くな ります。 


■  point 


跳ぶ 体勢の 
違い 

跳ぶ 目的 や 目標 地 
点 はさま ざまで 
す。 それに よ つて 

跳ぶ 体勢が 大きく 
変わります。 


跳び上が つて 
避ける 場合 

正面から 来る 障害 
物を 跳んで かわし 
ます。 足を 左右に 
開いて、 目線は 下 
の 障害物に 向けら 
れ ます。 


跳び 移る、 または 


自分が 今い る 地点 
から 別の 場所に 跳 
び 移ります ^ 足を 
前後に 開き、 目線 
は 目標 地点に 向け 
られ ます。 
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ノ  X ランスを 

とる 右手 

跳ぶ という 動作は 非 
常に バランスが 悪し 
ので、 上げて いなし 
ほうの 手で バランス 
をと ります。 


手のひらが 

反り返る 

指先まで まっすぐに 
伸ばそうと すると、 
手のひらは 反 り 返り 
ます。 


腰が 前に 出る 

上半身が 反り返る こ 
とで 腰が 前に 出て、 
ヒップが 上が' ります。 


h 


足 裏が 見える 

跳んだ 瞬間に ひざを 
_ ける と 両足の 暴 面 
が 見えます。 


背中の くぼみ 

体が 反り返って いる 
様子を 表現す るた め 
に、 肩甲骨の 浮き 上 
がりを 強調して、 背 
中に くぼみの 線を 描 
き 入れます。 


ヒップが 上がる 

跳び上がった 反動で 
ヒップが 上がり、 足 
と ヒップの 境目の 線 
が 薄くな ります。 
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® ぶ \ 真上に かぶ 


ケン カ や 格闘 シーンで よく 描かれる 「蹴る」 の 基本は、 回し 蹴りです 

これを 基本に して、 体の 動きの 描き 方を 覚え ましよう。 


蹴る 位置が 高 くなる ほ ど 上半身を 

Z  かん せつ 

倒して 股関節を 前に 出します。 


足の ひざから 下で 相手を 蹴り ま 
す ^ 相手の 体の 側面を 攻擊 する の 
で、 つま 先は 伸ばします。 


軸足は 地面を つかむ ように、 しつ 
かりと 地に 着け、 爪先を 外側に 向 
けます。 


左の 拳は 相手の 攻 
撃から あごを 守る 
位置に おきます。 


蹴り 足と 同じ 側の 手を 
足と 逆の 方向に 振り、 
体に 反動を つけます。 
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重心の バランスに 気をつける 
足を 高く 上げる ほど 上体は 倒す 
足を 上げたら 腕は 下に 振り パランスを とる 
あごを 引く と 強そう に 見える 


ボク シング や ケン カのと き の 構えの ボ 
-X. 足を 前後に 開いて 重心は 体の 真 
下です。 体は 相手に 対して 斜に 構え ま 
す。 相手との 間合いが 近い ほど 重心を 
低く する と 緊迫 感が 表現で きます。 


股関節の 線を 描く ことで 足の 動き 
を 大きく 表現し ま しよう。 


足の つけ 根から つま 先まで が一 
直 It になる ように 描きます。 


I 


力の ある 蹴り 


上体を 大き <倒 し、 蹴り 足を 
鞭の ようにし ならせる ことで 
強い 蹴りを 表現で きます。 ひ 
ざから 下を 効果 線で 表した 
り、 擬音を 入れて 迫力を 出し 


ましよ つ。 
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相手の どこを 攻撃す るかで、 さまざまな 蹴り 技が あります。 マン ガで よく 使わ 
れる ひざ 蹴り、 前 蹴り、 かかと 落としを マスターし ましよう。 


POINT 


つま 先は 伸ばす 


力を ひざの 一点に 集中 
させる ためにつ ま 先は 
伸ばします。 


❶  ZOOM 


軸足を 

つま 先立ちに する 


軸足は 蹴り 出しと とも 
につま 先立ちに する 
と、 下からの 威力が 增 
して 見えます。 


上体を 
後ろに 倒す 

上体を 後ろに 倒して 
腰を 前に 出します。 


相手を 押さえつ けて 
攻撃す る 場合 


相手が 体勢を 前に 崩した とき 
が、 ひざ 蹴りの チャンスで 
す。 相手の 頭 や 背中を 押さえ 
つけて 繰り出せば、 一撃 必殺 
です。 相手との 距離が 不自然 
にな ら ない よろ に 気をつけ ま 
しょろ。 
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後方に 振り 下げた 手 
の 甲が 見えます。 


足の 奥行きの 出し 方 

ヒッ ブラ インと 股関節の 位 
置を 決めたら 年輪の ような 
補助線を 加えながら 太 さを 
調節して 描き ましよ 〇。 


軸足の 向き 

軸足の ひざと つま 先は 
外側を 向きます。 


かかとを 
前に 出す 

職り 足の かかとを 
前に 出し、 足を 反 
り 返らせます 


股関節の 線 

股関節の 線を きちんと 
入れる ことで 足が 大き 
く 稼動して いる ことが 
わかります。 


腹部が 縮む 

足を 最大限に 振り 
上げた 際、 バラン 
スを とる ために 上 
半身が 前傾し ま 
す。 腹部が 縮む 祿 
子を、 皮 蓆の しわ 
で 表現し ます。 


I 
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「殴る」 基本の 原理を スト レー ト バン チの 動きで 覚えましょう 
重心の 位置と パンチの 強弱の 描き 分けが ポイントです。 


肩から 手の甲まで、 腕を まつす 
<1 こ 出します。 腕の 筋肉が 盛り 
上がる 位置が よく わかります。 


■ 


上半身 は 前傾せ ずに 重心は 体 
の 真下です。 強い 衝撃に 耐え 
られる バランスです。 前傾 姿 
勢に すると 弱く 見えます。 


へ ソ 


蹴る 同様に あごを 引いて、 片方 
の 拳で 相手の 攻撃 か ら あごを 守 
ります。 


パンチの 威力を 強める とと も 
に、 相手に 当たった 時の 衝撃を 
吸収で きる よう、 後ろ足の かか 
とが 上がります。 


両足は やや 左右に 開き 
ます。 足を一 直線に 描 
くと バランスが 悪くな 
るので 注意し ます。 
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肩の 筋肉の 盛り 上がり を 強調し 
て 描く とより リアルな 表現に な 
ります。 


武道の 構え は 流派 や 戦し \ 方 によつ 
て さまざまで すが、 足は 基本的に 
前後左右 どの 方向に でも一 歩 目が 
踏み出せる ように、 両足の 指の つ 
け 根に 体重を やや 傾けて います。 


衝撃に 耐える ために、 後ろ足の 
かかとは 必ず 浮かせ ましよう。 


拳は 手首を まっすぐに 描きます。 
手首を 曲げる と 女性ら しく、 か 
弱い 表現になります。 


腰を ひねる 


t つ 


重心は 体の 真下に 置く 
腰 が 回 転して い る 様 孑を 描 < 
腕の 表現を 大きく する 
筋肉の 盛り上がりを 描く 


殴 

る 


ハンチに 強弱を つける 


攻撃 性の ある 強い パンチと、 攻 
撃 性の ない 弱い パンチでは 描き 
方が 異なります。 ポイントは 童 
心の 高さと、 手首の 表現です。 


頭と 腰を 落として 重心を 低く すると 力強く 
見えます & また、 バン チの 軌道 や 衝撃を 表 
す 効果 線 をつ けて 強さを 表しましょう。 


手首 やひ じを 曲げる と やわらかい パンチに 
なります。 恋人 同士の じ やれ あいの シーン 
に 使えます。 

_ / 
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ストレート 以外の バン チの 種類と、 女性の パンチの 特徴を 覚えましょう。 重心 
の 位置と 腕の 軌道が ポイントです。 


肩を 引く 


フィニッシュ は 拳を 振り 抜 
き、 高く 上げます。 全身の 伸 
びを 利用して 打ちます。 


殴る 腕と 逆 側の 肩 
を 引き、 眉の 局 さ 
が 傾きます。 


ふく ら はぎの 筋肉 
と、 後ろ足の ひざ 
下を 地面に 近く 描 
く と 力の 溜め 具合 
が 伝わります。 


が 見える 


腕は 9 ◦度 前後の 角度で、 
拳の 正面が 見えます。 


S が 閉ま 


足の 位置は 移動せ 
ず、 上半身を 横 回転 
させる ので、 バン チ 
が 当たる 際には 股が 
閉まります。 


腰の 回転 

腰を 回転 させて い 
る 様子を、 くびれ 
と 腹筋の 線で 表現 
しよ しよ つ。 
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腕を 長く 描く 

女性は ひじから 下の 筋 
肉の 盛り上がりと 腕を 
長め に 描く としな やか 
に 見えます。 


フックの ように、 腕の 
振りと 体の 回転で 相手 
の頰を 平手打ち しま 
す。 頰に 当たる ときに 
指を 反らせる と 勢いが 
表現で きます。 


顔を 

ガードす る 


男性 同様に 脇を 締 
め、 あごの 近くに 
拳を おいて 顔を ガ 
ー ドし ます。 拳は 
小さめ に 描き まし 


よ ラ 


ウェス トの 
ねじれ 


体を ひねつて い 
る 様子を ウェス 
卜の ねじれ 線で 
表現 します 


S 


少し 難しい ことを 書きます。 読む のは 
大変 だと 思う ので、 おやつ 休憩で も 入れ 
ながら のんびり 読んで いただけ たらと 思 
います。 

絵を 描き 続けて いれば、 技術 も 身に つ 
き、 物の 形 も 正確に 描ける ようになって 
くると 思います。 

ただ、 正確に 描く ことに こだわり すぎ 
ると、 「あの 絵は デッサンが 正しい からよ 
し、」 「あの 絵は 間違って いるから 悪い」 と 
いうよう な 思考に おちいって しまいが ち 
です。 

正確に 描く ことが 悪い こととは いい ま 
せんが、 大切な のは 「絵は 手段であって 
目的では なく、 目的を 表現す るた めの 手 
段の ひとつに すぎない」 という こと だと 
思います。 

絵の 技術と いう 「手段」 に 溺れて、 「目 
的」 を 表現す る ことが おざなり になって 
はも とも子 もありません。 

極端な ことを いえば、 光源と 影の 
関係 や、 物の 形、 色、 質感が 実 
際と 違って いても、 その 目的 
を 表現す るた めなら、 多少 噓 
をつ いても 全く 構わない と 
思います （知らない ことと 


噓を つく こととは 違います）。 

自分が 何を 表現したい のか、 そのため 
には 何が 必要な のか、 色々 な ものを 見た 
り、 いいな ぁと 思う 絵を マネした りし 
て、 そこから 取捨選択して さらに そこを 
強調して みる …… 。 結果 的に それが 「個 
性」 となって 現れる の だと 思います。 

例えば、 人の 筋肉 ひとつ とっても 描き 
方は 人 それぞれです。 私は 質感を 鋼の よ 
うに 硬質 的に 描き、 バランス も 大きく 変 
えてい ます。 実際には こんな 人い ませ 
ん。 です が、 こうす るの が 一番 かっこい 
いな ぁと 今は 思って います。 

ムチ厶 チした 筋肉が かっこいいと 描か 
れる方 もい らっしゃ ますし、 本当に 千 差 
万別、 十人十色です よね。 

そこが 「表現 手段と しての 絵」 の 面白い 


ところ だと 思います。 
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人間は 「感情」 や 「目的」 を ともなって 動作を 行い ま 
す。 日常の シーンで、 人物の 自然な 動きが 描ける こと 
が マン ガに する うえでの 大切な 要素と なります。 


笑いの 大小は さまざまで すが、 全身を 使う 場合は、 体を かがめる か、 反らす かの 2 つの 動きが 
特徴 的です。 性別の 違いの 出し 方 も おさえましょう。 


両肩 のす ぼめ 具合 や 上半身の 前傾 具 
合を 大きく すると 感情の 大きさが 表 
現で きます。 肩が 上がって いると 興 


体を 大きく 前傾 させ、 腕 や 
足を 広げて オーバー な 動き 
にさせる ことで コミカルな 
キヤ ラク ターになります。 


奮した 様子が 伝わります。 


脇を 締める と 女性ら し 
く、 開ける と 元気な キ 
ヤ ラに 見えます。 


笑う と 肩に 力が 入り、 
下半身は 力が 抜け ま 
す Q 女性の 場合は ひざ 
を 寄せて 内股 気味に す 
ると かわいら しさが 出 
せます。 
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笑う という 動作は 腹筋 
を 使う ので、 上半身が 
上下に 揺れます。 肩が 
上下す る 動きは 効果 線 
で 表し ましよう。 


下半身の 脱力 具合は 
ひざを 曲げて 表し ま 
す。 体の パーツが 前 
後に 屈折す るので、 
その パーツが くる 位 
置に パースの 補助線 
を 引いて おくと スム 
—ズに 描けます。 


体を 反らせる と 自然と あ 
ごが 上がります。 首を 長 
く、 あごの 輪郭の 線を 描 
入れ ま しよう。 


体を 反らせて 笑う 場面は、 正面よりも 
真フ カンから 描く ことで、 表情が クロ 
_ズ アップされ ます。 顔が 大きくなる 
ので、 体を 描く ポイントは 肩と 足の 表 
現です。 おもに 肩と ヒップ、 ひざ 下が 
よく 見える ので、 遠近 感に 気をつけて 
描き ましょう。 


男性の 場合は、 足を がに 股 
に 開き、 ひざを 外側に 向け 
る ことで ダイナミックな 笑 
いが 表現で きます。 
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地面に 伏せた 姿勢で も、 
ひざを 折り、 ヒップの 位 
置が 下がる と、 背中が 丸 
まります。 頭を もたげ、 
縮こまって 泣いて いると 
いう 表現になります。 


バースの つき 方に よって 体の 角度が 
変わります。 地面に グリッド 線を 描 
いてから、 地面に 接して いる パーツ 
の 角度を 決める とよいで しよう。 


ffna 


表情の みで も 感情は 表せます が、 悲しみが 大きい ほど 体の 動きが 大切になります。 感情が 動く 
場面な ので ポイントを しっかりと マスター しまし よう。 


TLld 


ド 


〇> 


ひざを 立てて ヒップを 突き 
出す 格好に なると、 背中が 
大きく 反り返ります。 


泣く と 横隔膜が 上がり、 
肩が 揺れます。 感情が 高 
ぶって いる 様子を 肩を 上 
下させる ことで 表します。 
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顔は 伏せて 描く ことで、 感情を 自分の なかに 
押し込め ている 様子が わかります。 頭の 見え 
方 や 生え際な どの 表現に 注意 しましょう。 


体の 重なり合った 部分 
は、 先に 足の 後ろに 隠れ 
ている お腹の アタリを と 
つてから、 足を 重ねて 描 
きまし よろ。 


ヒッ プは 折り 曲 げた 体の 支点と な 
り、 上半身と 下半身の 両方に 引っ張 
られて 若干 骨 ばった 形になります 


足を 上半身に 近づける ために 手で ひ 
ざを 抱えます。 体の パーツに 沿わせ 
るよう に 描き ましよう。 


V  足を 折り曲げる こと 
u で、 太 ももと ふくら 
■  はぎが 密着し、 皮膚 
I が 盛り上がります。 


太 もも とふ くらは 
ぎが 押され 合い、 
皮濟が 盛り上がつ 
て 見えます。 


グリ ッ ド 線を 描いて から 
人物を 描く と、 下半身の 
奥行きと 足の 立体感が 出 
しやすいで しよう。 


屈折した 足の 表現 
は、 筋肉の 向き や 
太 さを 表す 補助線 
を 入れながら 描き 
ましよ ろ。 
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怒り の 表現は、 性格 や 性別 によって バリエ 
た 印象を 与える のが 効果的です。 


シ ヨンが 豊富です。 視覚 的には、 体に 角を 作り、 尖つ 


横からの アングルで 見る と、 上 
半身が 前傾して いるの がわ かり 
ます。 相手を 攻め立てたり 問い 
詰めたり する 際に、 言葉に 力が 
こもり、 前傾になります。 


肩 やひ じを 張る と 全 
体の フ オル ムに 角が 
できて、 高圧的な 印 
象になります。 


腰に 手を 当てる と 偉 
そうに 見えます。 両 
手を 腰に 当てた ポー 
ズも マン ガで よく 使 


足を 開く 

足を 開いて、 どっしり 
と した 立ち 方に する 
と、 相手との 上下関係 
が 表現で きます。 
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喜ぶ 


小さな 喜びは セリフ や 笑顔で 表現で きます が、 大きな 喜びは 人物の 気^^ちが 高揚した 状態な の 
で、 全身を 使って 表現し ましよう。 


腕を 高く 上げる 

腕を びんと 伸ばして 高く 上 
げる ことで、 テンションの 
高さを 表します。 両手を 上 
げる バン ザイの ポーズ も 効 
果 的です。 


体の ラインが 
S 字になる 

上 げた 腕の 逆 側 に 体が 傾き 
ます。 体の ラインを s 字に 
描く と 女性ら しさが 出ます。 


片足を 外側に ぴ よんと 跳ね 
上げる と、 元気で 明るい 印 
象を 与えます。 


拳を 作って ひじを 後ろに 引 
き、 腕に ぐっと 力を 込め ま 
す。 上腕 二頭筋を 強調し 
て、 力の 入り 具合と 喜びの 
大きさを 表します。 


重心を 下げる 

腹筋に 力が 入る ので、 腰を 
落として 重心を 下げます。 
動きが 大きい ほど 喜びの 大 
きさが 伝わります。 


手首を ぐっと 内側 
に 曲げた 瞬間を 描 
< と カツコよ くな 
ります。 
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日常生活の 動き 


日常生活の 中で 行われる 体の 動きを 紹介し ます。 

感情の 動く シーンではありません が、 違和感の ない 自然な 動きを 目指し ましよう。 


衣類を 着脱す るた めには、 腕と 足の 使い方が 大切です。 片足 立ち や 腕の 交差な ど、 複雑な 体 
の 動きの 描き 方を マスター しまし よう。 

手は ズボンの ウェス 
卜 部分を つかみ ま 
す。 手の 形を しっか 
り とらえ ましよう。 
手で、 足を 通し やす 
いように ズボンを コ 
ン トロー ルし ます。 


足 先が ズボンの 筒を 通 
る 瞬間の 形です。 足が 
入って いない 部分との 
ふく ら みの メ リハリ を 
つけ ま しよう。 


ズボンを つかんだ 両腕が 
下に 伸び、 上に 引き上げ 
る 際に 胸 筋に 力が 入り、 
鎖骨が 強調され ます。 
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\ 


ひじを 真上に 上げて 腕 
を コン パク トに たたみ、 
衣服を 伸ばさな いよう 
に 脱ぎます。 手のひら 
が 外側を 向きます。 


腕の 動きで 両 胸が 自然 
と 寄り、 位置が 上がり 
ます 3 セクシーな ポー 
ズ です。 


日常生活の 動き 


f 声 


f 


I 


① 頭の アタリを 
と：^ ます。 


〆 


②肩 、ひじ 関節、 
手首の 位置を 
決めます。 


③ 体を 描いて か 6 
T シャツを 
描きます。 
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シャツな どの 洋服を 着る 
際に、 上半身が 反り返り 
ます。 腹筋 や 胸 筋の 線を 
描き 込む ことで 表現し ま 
しよう。 


腕の 

下書きを する 

腕の 下書きを して か 
ら、 それに 合わせて 洋 
服の しわの 位置 や 太 さ 
を 決めましょう。 


肩を 後ろに 反らし、 手 探 
りで 細い そで 口に 腕を 通 
します。 洋服の 布が 突つ 
張る 様子を 表し ましよう。 


目線は ボタンを 留めて 
いる 手兀に 向きます 0 
基本的に 両手の 親指と 
人差し指を 使い、 脇が 
開きます。 


ネクタイを 


ネクタイの 結び目を 片 
手で つかみ、 斜め 下に 
引っ張ります。 顔は ネ 
ク タイを 引っ張る 腕と 
逆 側を 向きます。 


重心の 線 


重心が 左足に あるので、 
バランスを 保つ ために 浮 
かせた 右足の ひさ を 左足 
に 寄せます。 


靴下を 両手で つかみ、 前 
かがみの 姿勢になる ので 
肩の 上面が 見えます。 鎖 
骨が 浮き上がり、 女性の 場 
合は 胸が 中央に 寄ります。 


お腹の 面積を 狭く し、 縮 
んで いる 様子を しわを 描 
き 入れる ことで 表現し ま 
しょつ 0 


重心の 線 


上半身を 後ろに ひね 
り、 靴の かかとを つ 
かむ ので、 肩が 斜め 
に 傾きます。 


靴を つかんで いない 方の 手 


で、 無意識に バランス をと 


ります 


脇腹から ウェス ト ライ 
ンの ねじれで、 体の ひ 
ねりを 表現し ます ^ 
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メガ ネを 持つ 腕の 描き 方 


正面から 見た 場合は、 お 
で この 面積を 広く する こ 
とで 顔が 前に 傾いて いる 
様子を 表します。 


横から 見る と、 隠れて いる 上腕 
や 手首の 返し 具合が わか り ま 
す。 角度を 変えても 描ける よ 
う、 想像力を 鍛えましょう。 


ひじは 左右 ほぼ 同 じ 高さです。 
ひじ、 手首、 指 関節の 位置 やし 
わで 動きを 表現し ま しよう。 


メガ ネの 着脱 


キャラの 特徴を 出したり、 描き 分けに 役立つ メガ ネは マン ガの 必須 アイテムです。 実際の 動 
作を 参考に ポイントを とらえ ましょう。 


メガ ネを 


① まずは 顔の 輪郭と 
メガ ネの 位置を 
決めます。 


©©に 合わせて 
手首の 位置を 決め、 
手を 描き 入れます。 


③ ひじ や 肩の 位置を 
決めて 全体を 
描きます。 
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親指、 人差し指、 中指 
の 3 本で メガ ネを つま 
み、 横に スライ ド させ 
ます。 片手で メガ ネを 
外す と エレ ガン トな 印 
象を 与えます。 


ひじを 多少 内側に 入 
れ ると、 女性ら しし、 
雰囲気が 出ます。 


あごを 引き、 視線を 
少し 落として うつむ 
き 加減に すると、 男 
性が ドキッ とする し 
ぐ さになります。 


片手で メガ ネの 端を 上 
げ るよ ろに して メガ ネ 
を 直す しぐさは、 ガリ 
勉、 インテリな 印象を 
与えます。 


メガ ネの レンズの 間の プリ 
ツジを 上 げてメ ガネを 直す 
と、 真面目、 優等生な キヤ 
ラク ターに 見えます。 


f 


両手で メ ガネを 直す と、 
不器用 または 幼い という 
印象を 与えます。 
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日常生活の 動き 


飲む という 動きは、 使う 容器に よって 表現が 多少 異なり ますが、 ここでは 動作の 大きい ぺット 
ボト ルで 飲 むと きの ポイントを 見て いきまし よう。 


指の 見え 方は 第一 
関節 程度です。 あ 
まり 指を 長く 描く 
と 手が 大きす ぎて 
不自然になります。 


頭を 後ろに 倒す た 
め、 あごの ライン 
と 首の 筋を 強調し 
て 描きます。 


/HW  C- 

開きす ぎない 

あまり 脇を 開けず 
に、 腕を やや 内気 味 
に 描く と 男性との 差 
別 化が できます。 


/ 


容器を 持って いない ほ 
う の 手を 反らせる と、 
女性ら しさが 出ます。 


園  E3SE3 


のどの 凹凸を 強調す る 

男性は 首 や 筋、 骨が 女性よりも 太 
くて 目立ちます。 角張った あごの 
ライン や 大きく 上下す るの ど 仏で 
男性ら しさを 表現し ましょ ラ。 腰 
に 手を あてて、 上半身を 大きく 反 
ら して いっきに 飲み干す シーンが 
よく 描かれます。 
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押す •引く 


対象 物に 対して どのように 力を 加える かで 体の 使い方は 異なり ますが、 基本の 押す と 引く の 動 
作で、 力の 入れ 方と 体の 表現 方法を 学び ましよう。 


mi 


f  mm 

WO^  OH 


a 


ImH 


力が 逃げない ように、 腕は まつ 
すぐに 伸ばします。 手首は 壁に 
対して 直角に 接して います。 


竜ノ  |'们 締 


拿 


/ 


/ 


タツ クルの よ 
うに、 壁に 体 
を 近づけて 押 
す 方法 も あり 
ます 


の スタンス 
の 広さ 

体が 後ろに 下がら 
ないように 両足で 
しっかりと 踏ん張 
ります。 前後の 足 
の スタンスを 広げ 
すぎない ように 注 
意し ましよう 。 


力が 入る 後ろ足 

右足は 対象 物に 対して 
平行に 描きます。 力が 
入り、 ぐっと こらえて 
いる 様子を、 しわと ふ 
くらは ぎの 筋肉で 表現 
します。 


重心の 線 


71 ^ 卜 が 

両 肩が 上がって い 
る 様子を 強調して 
描く と、 引いて い 
る 動作が 伝わり や 


体の 反 り や 体の 傾き 具合 
の 大きさで、 力の かけ 
合を 表現 しまし よう。 


前足を 突っ張 


前足の 内側は、 上体が 
前に 出る のを 防ぐ ため 
I こ 突っ張っ た 状態です。 


日常生活の 動き 
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「階段を 登る」 人物を 描く ときは、 基本的には 「歩く」 ときと 同じです が、 上体を 前傾 させ、 
足の 動きの 特徴を とらえて 描く と 伝わり やすくな ります。 


階段を 登る ときは、 
上体が やや 前傾す る 
ため、 立って いると 
きより ヒップ を 後ろ 
に 突き出す ように 描 
きます。 


老い や 重さを 
表現す る 背中 

背中を 丸め、 頭を 前に 出 
して 描く と、 老人が 階段 
を 登って いる 様子 や、 手 
にして いる 荷物の 重さを 
表す ことができます。 


階段から 離れる 足の かか 
とを 浮かせて 描く と、 階 
段を 上って いる 様子が 伝 
わりやすくな ります。 
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フ カンで 見た とき、 
階段に も バースが つ 
きます。 奥行きを 意 
識 して 描く ようにし 
ます。 


次の 段に かけた 足 
側の 腰が やや 上に 
上がって いる 様子 
を、 腰の ひねりが 
わかる 線で 表現し 
ます。 


手前の 足に 強い バ 
—ス がつ きます。 
足の つけ 根から ひ 
ざ、 ひざから 足 先 
を 立体的に とらえ 


ま しよ つ 


〇 


足を かけて いる 左側 
に 体 全体が 傾き ま 
す。 左 肩は 下がり 気 
味、 胸 もや や 見える 
くらいに 描いて 体の 
傾きを 表現し ます。 


アオリの ときは、 片 
方の 腰が 上がって い 
る 様子を しっかり 描 
きます。 腰の ねじり 
線 も 入れ ま しよう。 


アオリで 見た ときは、 
右の 足 裏を しっかり 描 
きます。 ただし、 地面 
を とらえる 足の指は 見 
えません。 


日 

常 

生 

活 

の 

動 

ぎ 
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人物の バランスを とる のが 難しい のが 「階段を 降りる」 という 動作。 降りる ときの 人体の 
動きの 特徴を 理解 すれば、 自在に 描ける ようになります。 


目線は 一瞬 
足元へ 


視線を 足元に 落とす 
と 降りて いる 様子が 
効果的に 表現で きま 
す。 実際は、 足元を 
見ながら も 進行 方向 
を 確認して います。 


QZOOM 


上体は 反らしながら 
も、 肩から 上を 前傾 
させて バランス をと 
つてい る 様子を 表現 
します。 


階段を 降りる 様子を 
描く とき、 ひざを 
9 〇度 曲げて 「くの 
字」 になる よ 〇 にし 
ます。 


後ろ足の かかとを 
浮かせて 描く 

曲げて いる 足の かかとを 
上げて、 階段を 降りて い 
る 様子を 表現し ます。 つ 
ま 先には 力が 入ります。 
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見えない 

4^F  hfP  w  w 

目線は 足元に ある 

ハ 

ので、 あごが 引か 

\  ) 

れ、 通常の アオリ 

, で 描く あごの 線は 
入れません 

〇> 


ざの 関節 l 
§： 描き iA 讀 


ひざの 後ろの 関節の 
部分に しわを 描き 込 
むと、 足が 曲がって い 
る 様子が わかります 。 


強調す る 

右足が 曲がって いる 

j 

ので、 ひざが 突き出 

た 様子が よく わかる 

ように、 ひざの 丸み 

を 描き 込みます。 

\  八 

\  1  V 

\  ' 

!们 田 古 


， T2T  4 

、描 * 


かかとが 上がって いるの 
で、 アオリで 描く ときは 
後ろ足の 甲の 部分を 縦に 
長く 描きます 


下の 段に 足を かけ 
ている 方の 肩が 下 
がります。 ここで 
は 右 屑より も 左 眉 
が 下がります。 


/J 


Mi 


右足の かかとが 上 
がって いるので、 
かかとが わかる よ 
うに 左足よりも 丸 
く 描きます。 


フ カン 


日常生活の 動き 
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1-  —  -  ^r*^- 、'一  一 - - - ^ 


物を 動かす 動作は さまざまで すが、 下から 上へ、 上から 下へ 移動させる 動作で 筋肉と 体の 使 
い 方を 見て いきまし よう。 


物の 輪郭を 描き、 隠れ 
ている 腕の アタリを 描 
くこと で 腕の バランス 
をと U ましよう。 


ハンカチ や ペンな どの 軽い も 
のを 拾う 際は、 股を 閉じて 真 
下に 腰を下ろし、 上体を 倒さ 
ずに 拾い上げます。 女性なら 
ではの 美 しい 身の こな しが 表 
現で きます。 


腕と 肩に 物の 重さが 
伝わり、 筋肉が 盛り 
上がります。 鎖骨の 
くぼみを 強調す る こ 
とで 物の 重さが 表現 
できます。 


背中が 伸びて いると 
きは 腹部は 縮まり ま 
す。 反動の 原理を し 
つかりと 覚えて 不自 
然な 表現に な ら ない 
ようにし ます。 


物の 重さは、 上体 
の 反 り 具合と 重心 
の 低 さで 表現し ま 

しよ つ 0 
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謝る ポーズは、 罪の 大きさ や 謝罪の 気持ちの 大きさに よって 表現 方法が 変わります。 相手に 対 
する 緊張 感を 表すの がポ イン トです。 


頭を 下げる ことで 首の 後ろが 
伸びて、 肩の 上面 も 広く 見え 
ます。 首の 筋 や 鎖骨の くぼみ 
を 描き 入れ ま しよう。 


頭部が 逆さまになる の 
で、 耳の 位置 や 動きに 従 
う 髪の 流れに 気をつけ ま 

レ  cN  J  〇 


、 % 


A 


手のひらを 八の字に 地面に 
つけて ひじを 外側に 張り ま 
す 。 正面から 見る と 腕の 形 
は ひし 形に 見えます ^ 


肩を 内側に 寄せる よう 
に 描く と 謝罪の 気持ち 
が 表現で きます。 


4 


女性は 両手を 重ねて 足の 
前で 重ねます。 男性は 両 
脇に まつす ぐ 沿わせる と 
相手との 年齢差 や 力の 差 
が 表れます。 


ひざが 後ろに 曲がる と不自 
然 なので 注意し ましよう。 


<3> 


謝罪の 場合は、 体を 倒す 
角度を 大き くす ると 伝わ 
り やすいで しよう。 


日常生活の 動き 
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本を 読んで いる 最中の、 リラックスした 姿勢の 描き 方を 見て いきましょう。 目線 や 本を 支え 
る 腕の 表現が ポ イン トです。 


ひざに のせた 本を 押 
さえる ために、 ひじ 
が 軽く 曲がります。 
関節の 位置に 気を つ 
け ましよう。 


左 ペー ジを 読む とき は 首 が 右 
に 傾、 き、 右べー ジの ときは 左 
に 傾きます。 肩を 下がり 気味 
に 描く と リラックスした 様子 
が 出ます。 


半身を 傾けて バラ 
ンスを とっている 様 
を、 ウェス トの く 
びれ の ラインで 表現 
します。 


肩が 張って いるよう に 
見えます 体に パース 
がつ いている ので 上げ 
た 右足な どの 描き 方に 
汪意 しまし よう。 


重なった 足を 描く 際は、 隠れて 
いる 下の 足の アタリを とってが 
ら 上に 重なる 足を 描き ましょ 
う。 足の 太 さや 奥行きは 補助線 
を 入れながら 描き 進めます。 


ひじから 下の 腕で 上体を 支えて いるので、 肩 
甲 骨が 寄り、 くぼみが できます。 
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日常生活に 欠かせない アイテム となった 携帯電話。 電話 や メールを する シーンは、 よく 
描かれる ので しっかりと マスターし ましよう。 


基本的に 親指で ボタンを 
操作し、 残りの 4 本の 指 
で 携帯電話を 支えて いま 
す。 指の 形と 手首の 傾き 
がポ イン トです。 


操作は ひじ や 胸の 高さ 
で 行われる ことが 多い 
ので、 伏し目が ちに 描 
きます。 首を 傾ける と 
女性ら しさが 出ます。 


I^HI 


目線が 上がって いる 
と 話の 内容が 楽しげ 
に、 目線が 下がって 
いると 悲しげ な 印象 
を 与えます。 


空いて いる 左手が 
体の 一部に 添えら 
ている と 自然に 見え 
ます。 


顔に 近づけた 際に、 携帯 
電話の 大きさ に 違和感が 
ないように、 実際の 大き 
さと バランスを とらえて 
お きま しよ つ。 


Lh 


髪の 長い 女性は、 朝の 支度 や、 運動 前な どに 髪を 結ぶ シーンが よく 描かれます。 ここでは ポ 
ニー テールを 結う 動作の ポイントを 見て いきまし よう。 


腕の 長さは、 肩から 
ひじまでを 多少 長く 
描く と バランス よく 
見えます。 


腕を 上げた 際に、 三角 
筋が 盛り上がる 様子を 
描きます ^ 


両腕を 上げる ことで 胸 
の 位置が 上がります ^ 
両脇 や 胴体を ほつ そり 
と 描く ことで 皮膚が 引 
つ 張られて いるの がわ 
かります。 
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髪を はらう しぐさは、 高 
飛車な キャラクター や 気 
取った 雰囲気を 出す とき 
に 有効です。 やわらかい 
手の 動きと、 首を 斜めに 
侄！ 1 して 流し目に する のが 
ポイントです。 


あくび やくし やみな ど、 無意識に 起こる 人間の 動作を 見て みまし よう。 一時的に 顔 や 体の 
伸縮が 起 こる の が 特徴です。 


腕が 伸 t 


口が 大きく 開き、 顔 
の 筋肉が 伸びます。 
手のひらで 口を 覆う 
しぐさを します。 


深呼吸の ように、 お腹 
がへ こみ、 肋骨が 浮き 
上がる 様子を 腹部の 線 
で 描き 表します。 


無意識に 手足を 伸ばす 動 
作が 生じます。 腕が まつ 
すぐに びんと 伸びて いる 
と 開放 的で 気持ちよ さそ 
うに 見えます。 


体の 反り 具合で あ 
くびの 大きさを 表 
現で きます。 


く しやみ の 反動で、 手に 
力が こもった 様子を 描く 
と 雰囲気が 出ます。 


く しゃみの 衝撃の 大き 
さを 表すた めに、 目を 
ぎゅっと 閉じた 表情に 
すると 効果的です。 


腹部の 動き 

反射的 に 腹筋が 縮 
み、 前傾姿勢 になり 
ます。 腹筋の 線と し 
わな どで 腹部の 動き 
を 表現し ま しよう。 


分の 好きな ものを 好きな ように、 ゆっ く 
りと 時間を じっくり かけて 描く こと がで 
きます。 イヤ になったら 投げ出したり、 
興味の ない ものは そもそも 描きません。 

ところが、 仕事と して 描く ようになる 
とその ような ことは ほぼで きなくなる と 
思います。 自分の 知らない ものを 描く 場 
合 ft 多くあります し、 求められる 表現が 
自分の 思い描く ものと 違って いたりす る 
こと もあります。 また、 時間 や 仕様に よっ 
て、 絵柄を 変えざる を 得ない 場合 も あっ 
たりし ます。 

しかし、 求められる 表現が 自分の 思う 
ものとは 違う からといって、 そこで ぽ 
いっ と 放り出さずに 挑戦して みる ことが 
大切 だと 思います。 

まだ 実力 も ともなわない うちに、 自分 
の 表現が 一 番し 儿ヽん だと 思し) 込んで しま 
うのは、 新しい 世界を 見る チャンス も、 
成長す る チャンス も 失って しまう かもし 
れ ません。 相手の 要望を 満た そ 5 といろ 
いろと 研究 していく 中で 新しい 表現 方法 
も 見つかる と 思う のです。 

もちろん 挑戦して みた 結果が 思わし く 
ない とき も) あります が、 また 同じような 


機会が 訪れた ときに その 経験が 生きて く 
ると 思います。 

そう した 中で、 自分には できない こと、 
合わない ことなん かも おのず と 見えて く 
るは ずです。 

「 器用貧乏」 という 言葉が あり ますが、 
自分の 向かうべき 方向を しっかり 見て い 
れ ば、 いろんな ものを 幅広く 取り入れた 
はいいが どこに 進めば いいの かわからず 
迷って しま 5、 なんて こと もない のでは 
ないかと 思います。 

. と 偉そう に 書いて ますが、 全部 自 

分が 悩んだり、 失敗した ことです。 少し 
でも 皆さんの 参考に なって くれれば、 失 
敗した 甲斐が あった という ものです！ 

仕事と して 絵を 描く ことは とても 大変 
な ことです が、 とても 素敵な こと だと も 
思います。 

ファ ン レター 等で 感想を いただけたり 
すると、 それまでの 苦労 や 疲れは ふっ 飛 
ん でしまい ますよ！ 

簡単には たどり 着けない かもしれ ませ 
ん が、 めげ ずに 一歩ず つで もい いから 進 
んで みて ください。 

私 もそう でした。 そして、 一緒に お 仕 
事で きる ようになれたら 最高です ね！ 


r 
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衣服を 表現 するとき、 しわを 上手に 描き 込める ようにな ると キャラクター の 魅力が アップし ます。 

衣服 ごとに 存在す る 特徴 的な しわ 表現を 覚えて レベル ア ップ しまし よう。 


そに 向かって 強いし わが 現れ 
ます。 


股関節が 傾し ~ ている 右足の つ 
け 根に 強く しわが 出て いるの 
がわ かります。 


関節を 曲げる と 強いし わがで 
きます。 すそに かけて ゆった 
り したし わ もあります。 


上半身を 反らす と、 衣服との 間に 
隙間が 生まれ、 ウェス トの 段差 部 
分に たるみ じ わがで きます。 
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マン ガに するとき の ポイント 


しわの 起伏の アウトラインを 描く 
しわので きる 位置を とらえる 
重力との 関係を 意識す る 
体の 動きに 合わせて しわを 描く 
陰影を つ けて 立体感を 出す 


体の 動きに 合わせて できる ひ 
っぱ りじ わは、 強い 線を 入れ 
て 表現し ます。 


折り曲げた 部分に 放射線 状の 
しわを 描きます。 布の 起伏 も 
アウ トラインで 表現し ます。 


たるみ じ わは、 重力に よって 
下に 流れ、 ゆったり とした 水 
方向の しわになります。 


5 章 服装の 表現 


衣服の 描き 方 
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女性の 制服は、 ブレザー • セー ラー 服と もに スカー ト 表現が 決め手です。 
人体の 動きに 合わせて できる、 さまざまな しわの 描写を 覚え ましよう。 


肩 口の 
た わみ を 描く 

ブレザーには 肩 パッド 
が 入つ ている ため、 肩 
を 動かす と 肩 口にた わ 
みがで きます。 


そでつ き 線を 
描き 込む 

両肩 端から 脇の 下に 向 
かって、 そでつ き 線が 
あり、 肩 や 腕の 動きに 
合わせて 変化し ます。 


ひじの 動きで 
つくし わ 

ひじに たまった 生地の 
厚みを 表現す るた めに 
た わみ を 描きます。 


そでは 筒状に なって います。 だ 円 
形を 意識して 描き、 そで 口の 下に 
見える ブラウス も 描き 込みます。 


POINT 


プリーツの 描き 方 

プリーツは 山 折りと 谷 折りが 
1 セッ トに なった 部分が 連続 
してで きる 構造に なって いま 
す。 生地が 左右に 引っ張られ 
る ことで、 隠れて いた 斜線 部 
分が 見える よろ になる ことに 
注意して 描いて みま しょう。 


136 


ひじから そで 口にした がつ 
て、 生地と 腕の 隙間が 広が 
ていきます。 


た わみ じ わを 描く 

生地が たわん でで きた 深 
いし わが そでに 入り ま 
す。 内側に 向かって しわ 
の 線を 入れ ましよう。 


は 

すき 

甲され' 

こ寄リ 


の 線を 選ぶ 

生地に できる し 
全てを 描く ので 
、 大きな 線を 選 
きます。 


内側に しわを 描く 

腕を 曲げた ときの しわは 
内側に 描き 込みます。 ひ 
じは 生地に 密着して いる 
のでし わがで きません。 


肩 口の た わみ を 
描く 

肩パッ ドが ある 分、 肩 
が 浮いて 肩 口にた わみ 
がで きます。 この 部分 
の ふくら みを 表現し ま 
しよ ろ。 


ひじを 曲げる ことによって、 関節 部分に 深いし わが 生まれます。 しわの 向き や 描き 込み レべ 
ルに 注意しながら 描く とよいで しょう。 


座る ことで、 ス カー トの 形が 変わり、 さまざまな しわが 生まれます。 正面と 横から 見る ことで、 
スカートの 動きと 表現 方法を 覚え ま しょう。 


ブレザーの 
すそのし わ 

プ レ ザ ー のスカ ー トと 
接して いる 部分が た わ 
み、 第 2 ボタンに 向か 
つてし わがで きます。 


スカー トの 
ふくらみ 

太 もも 付近に できる ス 
力一 卜 生地の ふく らみ 
を 山 型の アウ ト ライン 
で 描き、 プリーツの 描き 
込みを 調整し ましよう。 


スカー トの 奥に 
影を つける 

スカー トで 陰に なつて 
いる 部分に 影を 描き 込 
むと 奥行きが 出ます。 


POINT 


スカ ー ト まわりの 

表現 方法 

女性は ひざを つけて イス に 座 
ります。 ひざと ひざの 間の 空 
間 が 逆三角形 のよう な 形に な 
るので、 この 部分に 影を 入れ 
ます。 すそは 足に 沿った 波線 
の ラインに します。 


マン ガ 

ひざと ひざの 
間に 影を つけ 
ます。 


互 首 

実際に、 ひざ 
とひ ざの 間に 
逆三角形の 影 
が 薄く できて 
います。 
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えり まわりを 
正確に 描く 

ブレザーの えりは 
首 まわりの アウト 
ラインを 正確に と 
ります。 シャツの 
えりも 描き 込み ま 
しよ ろ。 


ブレザーの 
肩 上の 線 

肩の 上に 入った 継ぎ 
目 の 線を 入れる と _!£ 
体 的に 見えます。 


POINT 


プリーツの 広がり 

プリーツの 開きは、 動きが 大きい 場所 ほ 
ど 大きくな ります。 左の 写真では、 太 も 
も （㊇ 、⑬） — ヒップ (©) に 向かって プリ 
ーツの 開きが 小さく なって います。 


足を 崩 したと きの 両足の 重なり や、 
骨盤の 位置な ど、 人体の アタリを 描 
いてから 衣服を 描き ましよう。 


骨盤の 傾き 

足を 崩す と 片方の 腰 
が 上がります。 それ 
に 合わせて ブレザー 
のす その 位置が 変わ 
る ことに') 主意し ます。 


スカー トの 
ふくらみ 

右の 太 ももから 左の 太 
ももに かけて、 山 型の 
線を 描いて ふく ら みを 
表現し ます。 


スカ ー トの 影 

スカー トの 下にで き 
た 空間に 影を 入れて 
距離感を 表します 。 


歩く ときの 足の 動きに ともなって、 スカー トの 形 や プリー ツの 広がりが 変化し ます。 スカート 
の シル エツ ト に 注目 してみ ま しよう。 


ス刀 一 


肩と えりの ライ： 

左右の 肩の ラインと えり 
の 角の ラインは 常に 平行 
です。 


卜の 動き 


プリーツの 幅 

前に 出て いる 左足の プリ 
—ツの 広がり は 大きく、 
後ろ 側に いくに したがつ 
て 小さくな ります。 


スカ ー 
すその 動き 

進行 方向に 向かって スカ 
一 卜が 引っ張られ、 太 も 
もに すそが ついて きてい 
る 様子を、 すその ライン 
で 表現し ます ^ 
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ブレザーの 

特徴を とらえる 


背中の センター ライ 
ン と、 途中から 分か 
れる 合わせ 部分を 描 
き 込みます。 


進行 方向 


スカー トの 動き 


胸部の 厚みを 
表現す る 

斜め 後ろからの アン 
グル だと、 左 胸が 見 
えます。 胸部を 描く 
ことで、 人体に 立体 
感が 出ます。 


すそが めくれる 

スカー トの 後ろは、 進 
行方 向とは 逆の 方向に 
動きます。 ふん わりし 
た 空気 感を 表現す ると 
よいで しよう。 


複雑な えりの 構造が 特徴 的な セーラー服。 上衣の すその 動きに 注意しながら、 生地 
の 素材 感を 表現で きる ようになり ましよう。 


感 h 


えりの 表現 

セーラー服には 背中 ま 
であるえ りと、 首 まわ 
りの V ネック 部分を 覆 
う 胸当てが あります。 


胸当て 


そで 口に 細かし 
しわを 描く 

そでの カフス 部分に 
は、 細かい しわを 描 
きます。 


素材 感を 表現 

パリ ツ とした 生地の 
硬さを 表現し ます。 
バス トから すそに 向 
かう しわの 線が 特徴 Q 


% 


そで 

位置が 下がる 

手を 上げる と、 そで 口 
の 位置が 下がります。 
腕の 見え 方に 注意して 
描き ましよう。 


すそが 上がる 

肩が 上がった 分、 

衣 も 上に 引っ張られ 
てす そが 上がり ま 
す。 生地の 裏側 も 描 
きまし よう。 


肩から 胸に 
できる しわ 

両腕を 上げる こと 
によって、 肩から 
胸に かけて U 字の 
しわが できます。 
はっきりと 描き 込 
みます。 


衣服の 描き 方/女性 制服 
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男性の 制服で ポイント となる のは ズボンの 表現です。 すそのた るみ や、 ズボン 自体の アウトラインを 

しっかり とらえ、 違和感な く 描ける ように 練習し ましょう。 


直線 的な 
えりの ライン 


胸の ふく ら みのない 男性 
の 場合、 ブレザーの えり 
の ラインを 直線 的に 描き 
ます。 


ズボンの 
折り目を 描く 

ズボンの 折り目を 中央に 
描きます。 ひざまでは ほ 
ぼ 直線で、 ひざ 下から 緩 


やかな 曲線を 描きます 


- ひさ 


H  すそのた るみ 

立って いると き、 ズボン 
のす そがく るぶ し 付近に 
たまって たるみが でき ま 
す。 ゅっ たりと したし ゎ 
で麵 しまし よう。 


くるぶし 


rQsM^^^V  / 


ズボンの 
り 目の 表現 

ズボンの センター プレスは、 
体に 密着す る ほど 目立たな く 
なります。 体から 生地が 離れ 
るに したがって、 陰影を きつ 
くして いくとよ いでしょう。 


■^6 


f;W 


J 


男性の えり 合わせ 女性の えり 合わせ 


ブ レザーは 男性と 女性で えり の 合わせ 方が 異なり ま 
す。 写真の ように、 男性は 左前、 女性は 右 前の 合わせ 
になって います。 
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ひじを 曲げた ときに できる、 しわ 表現を 中心に 見て いきまし よう。 女性の 場合と 比較して 考 
える とさら にわかり やすくなります。 


まず 男性の 胸部の ラインを 決 
め、 その 少し 下に 組んだ 腕を 
配置 するとよ いでし よう。 


腕の 位置 

男性は 腕の 筋肉が 発 
達して いるた め、 曲 
げ ると 筋肉の 厚み 分 
持ち上がります。 女 
性よりも やや 上の 位 
置で 腕を 組み、 左右 
の 上腕が ハの 字に な 
るよう に 描きます。 


えりは 直線 

腕を 組んだ とき 
も、 えりの 直線 的 
な ラインは 保たれ 
ます。 シャツの え 
りの 見え 方に も 注 
意 しま しょつ。 


しわを 選んで 描く 

腕の しわは アウ トラインを 
描き 込み、 関節の しわを 中 
心に 選んで 描きます。 


腕の 位置 


首 まわり •肩の 表現 


腕を 組む ときの 


=: 


性と 女性の 違い 


同じ 「腕を 組む」 という 行為 
でも、 男性と 女性で 差が あ 
ります。 それにし たがっ 
て、 衣服の 表現に も 差が 出 
てく るので 注意し ましよ 
ラ。 基本的な 人体の 表現が 
頭に 入って いれば、 違和感 
なく 描く ことができます。 


男性は 胸の ほぼ 前 
で 腕を 組みます。 
しわ も 大きく 深く 
描きましょう C* 


女性 

女性は 胸より 下で 
腕を 組みます C) し 
わは 描き 込み 過ぎ 
ません ^ 


X 


男性 

胸の ふく ら みがな 
い 分、 えりの 表現 
は 直線 的に。 首の 
太 さとえ りの 位置 
にも 注意し ます。 


女性 

胸の ふく ら みが あ 
る 分、 やや 曲線 的 
なえり の ラインに 
なります。 


ノ 
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「座る」 という 動作 時の、 ズボンの しわに 注目し ましよう。 特に、 ズボンの 折り目の 表現の 変 
化に 気をつけます。 


わ 


足を 曲げた ときに、 足の 
つけ 根から ひざに かけ 
て、 また、 関節から ひざ 
頭に かけて 長いし わを 複 
数 描きます。 


折り目が 
アウ ト ラインに 

ズボンを 横から 見る 
と、 折り 自 がア ウ トラ 
インになります。 直線 
的に 描き ま しよう。 


すその 位置が 上がる 

イスに 座る とす その 位置が 
上がります。 


ミ 


すそが たるむ 


腰から 下の ブレザーが 左 
右に 開き、 たるみます。 
すその アウ ト ラインと、 
第 2 ボタン 付近の しわを 
描き ま しよう。 


腰 やひ ざ、 くるぶし など、 体の バー 
ツの 位置を とらえます ^ 


引っ張り じ わを 
強調す る 

ズボンの 中心 線から 左 
右に 引っ張り じ わを 描 
きます。 太め の 線で 表 
現し ま しよう 〇 
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「歩く」 ときの 足の 開閉に 合わせて しわので き 方 も 異なります。 伸びて いる 足と 曲がって いる 
足の しわ 表現に 注目 してみ ま しよう。 


描かな t 


ズボンの 生地と 密着して 
いる ひざ 頭部 分には 折り 
目 も しわ も 描き ません。 


引っ張り じ わを 
太く 描く 

ズボンの 内側に できる 
引っ張り じ わを 描く こ 
とで、 人体の 動きを 表 
現で きます。 


アウ ト ラインは 
ほぼ 直線に 

踏み出した 足の アウト 
ラインは ほぼ 直線 的に 
描きます。 


かかとの 
裏を 描く 

足を 上げた 時に 靴の か 
かとの 裏が 見えます。 


伸びた 足の 
しわ 表現 

伸びて いる 足の アウ 
トラインは ほぼ 直線 
です。 すそ だけた る 
みがで きる ことに 注 
意し ま しよう。 


ひざを 邮 ずた ときに でき 
る 寄り じ わを、 波打つ よ 
うな 線で 表現し ます。 


ひざ 裏に 
しわを 描く 
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マン ガで 登場 回数の 多い、 女性の 私服の 描き 方を 紹介し ます。 

しわので きやすい 箇所を とらえて、 どんな 動きに も 対応で きる ようになり ましょう 


ゆったり T シャツ ES ミニ スカー ト 


しわが 衣服の 
下にた まる 

ゆったり した 服の 場 
合、 しわは 下にた ま 
ります。 ウェスト ま 
わり を ぴったり さ 
せ、 腰 まわりを 隠す 
ように 描きます。 


V 字 状の 
長いし わを 描く 

衣服の ゆったり とした 雰 
囲 気を 伝える ために、 ゆ 
る やかな v 字 状の 長い 線 
でし わを 表現し ます。 


ミニ スカー トは 

直線 的に 描く 

ミニ スカー トの 左右の 
ラインは 直線です。 動 
きがあっても、 体に 密 
着して アウ ト ラインを 
作ります。 


ゆったり とした T シャツは、 体の 
ラインを 隠す 場所に しわが 集中し 
ます。 ミニスカートは アウ ト ライ 
ンの 変化に 注目し ましよう。 


ミニ スカー トを 横から 見る と、 
ヒップの 膨らみが ある 分、 前よ 
り も 後ろの 方が 上がって 見え ま 
す。 描く 際に 注意し ま しょろ。 


\ 


スカー トの 
膨らみ 線を 描く 

タイ トな スカ ー トの 場 
合で も、 座る と 太 もも 
付近に 膨らみ 線が でき 
ます。 左右に 走る 引つ 
張り じ わ も 描き 込み ま 

レよ"1 ン〇 


すその 表現 

斜めから 見た ときの、 ス 
力一 卜の すその 立体的な 
ラインに 注意し ましよ 
う。 太 ももを 覆う スカー 
卜の 見え 方を しっかりと 
ら えます。 


タイ トなミ ニスカー トの 場 
合、 座った ときの すそが 左 
右に 引っ張られて まっすぐ 
な 直線になります。 


腰 まわりの 
しわ 表現 

腰の 動きに 合わせて 引っ張 
りじ わが 入ります。 ス カー 
卜の 脇 線 も 入れる とさら に 
説得力が 増します。 


直線 的な 
すその ライン 

足を 大きく 動かして 
も、 すその ラインは 
直線の ままです。 


つま 先立ちを している ときは、 
つま 先から 靴が 折れて 90 度に 
なる ように 描き ま しよう。 


147 


U ネックの T シャツ 
に ジーンズは、 男女 
問わず 定番の 服装で 
す。 特に、 ジ ー ンズ 
の 複雑な しわ 表現を 
覚え ましよう。 


生地の 薄 さを 示す 
間隔の 狭い 線 

薄い 生地の 衣服の 場 
合、 しわ 線と しわ 線の 
間隔を 狭く する ことで 
表現 します。 


関節に できる 
複雑な しわ 

密着 度の 高い ジーンズ 
の 場合、 ひざを 中心に 
X 型の 深いし わがで き 
ます。 太い線と 細い 線 
を 組み合わせて 起伏の 
違いを 表現 します。 


y 


足の つけ 根の 
しわ 表現 

足の つけ 根に できる 線 
は、 左右 1 本ず つ メイ 
ンの 線を 選び、 あとは 
そぎ 落とします。 


0 


rp11 


im 


関節に できる 複雑な しわ 
は、 ひし 形の 組み合わせ 
でで きています 0 まずは 
ひし 形の 組み合わせ のし 
わの 描き 方を 練習し、 そ 
れを 変形 させて いくと ラ 
まく 描ける でしょう。 


ハイヒールを 正面から 見る とか かと 部 
分は 見えません。 くるぶし を 強調し、 
足の甲を 長く 描き ましよう。 
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人体の アウ ト ラインと 
同じになる 

密着 性の 高い ジーンズは、 
ほぼ 人体の 動きと 同じ アウ 
トラインを 描きます。 


左右の 
脇の ライン 


手前に 振った 腕と、 後 
ろ に 振った 腕の 脇の ラ _ 
インを 描き 分ける こと 
で、 肩の 位置の 違いが 
表現で き ます。 


ヒップの 下の 
しわ 表現 

後ろ足の ヒップ 下に ジ 
ーンズ がた るんで でき 
るし わを 描く と、 足の 
動きが よく 伝わります。 


ハイ ヒールを 履いて いると き 
は、 つま 先立ちを している 状態 
です （P41 参照）。 アキレス腱 
の 線を 入れる と、 より 華奢な イ 
メー  ジ になります。 


ドレー ブブ リーツ 
のし わ 表現 

ドレープの ような 滑らか 
な プリー ツを 描く とき 
は、 細く 長い 線を 細かく 
入れる と 素材の やわらか 
さが 伝わります。 


腰 上の 位置に 入った ギ 
ヤザ ーが 華奢な 体を 強 
調し ます。 胸元の ギヤ 
ザ ーは 少なく して、 胸 
下の ギヤ ザー に 目が 行 
くよ つ l>— しま しよ つ。 


太 ももの 
ラインは 隠れる 

ゆったり した スカート 
の 場合、 腰から すそに 
かけて 太 ももの ライン 
が 隠れ ます。 その 場合 
も、 人体の アタリを 描 
いて 関係 性を 把握す る 
とよいで しよう。 


胸 下の ギャザー 
を 強調す る 


女性の 私服と して 登場 回数の 多い ワ 
ン ピース。 やわらかな 素材 感と 動い 
たと きの 空気 感を 伝えられる ような 
しわ 表現を 覚え ましよう。 


■  point 


やわらかい 
素材の 描き 方 

やわらかい 素材は、 動 
いたと きに 重力の 影響 
を 受けて 体の ラインに 
沿うよ ラに 垂れ下がり 
ます。 このと きで きる 
しわは、 曲線を 意識し 
て 描く と 素材 感が 伝わ 
り やすくなります。 


体を 回転させる と、 


スカー トの すそが 空 
気で ふくらみ、 ドレ 
ープが 伸びて なくな 
ります。 静止して い 
ると きとの 違いに 注 
意し ましよう。 
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アウ ト ラインが 


左右の しわの 
しわの 違い 

足を 曲げた ことによ 
つて、 左足 側の ドレ 
—プ プリーツの 幅 力 
広がります。 左足 側 
のし わ 線は あまり 描 
きません。 


足を 曲げる と、 太 もも 
の アウ ト ラインが 現れ 
ます。 太い線で ワン ピ 
— スの 生地を 太 ももに 
沿わせます。 


ウエッジソール 


ハイヒール 


女性の 靴の 描き 方 

ヒール が 高 い？ It を 履い た 女性を 描 
くと きは、 ヒールの 位置に 注意し 
ましょう。 どんな 形で も、 必ず 足 
のかが との 真下に ヒールが ついて 


❶  ZOOM 


引っ張り じ わ 

手を 上げた 方の ドレープ プリ 
ツ が、 上に 引っ張られて 直線 [ 
なります。 しわの 深さは 線の 太 
さで 表現し ます。 


手を 上げた 方の すそ 
が 上がります。 水平 
の ラインに 気をつけ 
て 描き ま しよう ^ 


生地が 伸びる と 
しわが なくなる 

左手に 引っ張られ、 生 
地が 伸びて ドレープの 
しわが なくなります。 
腰 上から 腕へ 向かう し 
わを 入れる と 手の 動き 
が 伝わります。 


男性の 私服は 才ーソ ドック スな ものを 中心に 紹介し ます。 

ぴったりした 衣服と ゆったりした 衣服を、 キャラクター の 性格 や 設定 ごとに 描き 分けましょう 


引っ 

腕を 上げた 方向に 
向かって 引っ張り 
じ わを 描きます。 
何 本 も 描き 込まず 
に、 必要な 線 だけ 
を 選びましょう。 


シャツの 形 

重力に したがうた 
め、 手を 上げた 方 
の シャツの アウ 
ライ ン はまつ すぐ 
になります。 


実際よりも えりを 
長め に、 立てて 描 
く と 見栄えが よく 
なります。 


長袖 シャツに 丁 シャツと ジー 
ンズを 合わせた 定番 スタ イ 
ル。 しわので きやすい 箇所を 
確認し、 人体の 動きに 合わせ 
て 描いて みまし よう。 


右 肩から 左 腰に 向かって 長い 
しわが 生まれます。 二の 腕 か 
ら 脇の 下にが けて、 垂れ下が 
る そでの 部分に 空間が できる 
こと も 表現し ましょう。 


空間が できる 
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長袖の T シャツは、 細い 線 
でし わを 描いて 生地の 薄 さ 
を 表現し ます。 生地の 厚い 
ノ  \ ー フ バン ツは しわの 間隔 
を 広めて 描き ましょう。 


背中の 

ふくらみを 描く 

片手を 上げる と 背中の 
生地が 引っ張られ てた 
るみが できます。 この 
ふくらみを 描く とより 
自然に 見えます。 


関節に 入る 
太い線 

生地が 厚く、 ゆとりの 
ある ハーフ パンツは、 
体と 生地との 間に 隙間 
があります。 布の た わ 
みが 大きいた め、 しわ 
は 太く 濃く 描きます。 


細い しわを 
1 〜 2 本 描く 


脇から 腰に 向かっ 
て、 ひっぱり じ わが 
できます。 細い 線で 
しわを 1 、 2 本 描き 
入れ ま しよう。 


フー ドが ついている 
パ ー カ ー も マン カで 
よく 登場す る 衣服で 
す。 服の 構造を とら 
えて、 より リアルな 
表現が できる よう 練 
習し ましよう。 


厚 I ゝ 生地の 
表現 

太い線を 使い、 
わと しわの 間隔を 
広めに 描く ことで 
生地の 厚さ やゆと 
りを 表現す る こと 
がで きます。 


ズボンの 
すそのし わ 

厚い 生地で できた ズ 
ボンの すそには 深い 
しわが できます。 し 
わの 起伏を アウト ラ 
インに とって からし 
わ 線を 描き 込み まし 
よう 〇 


正面から みた 
フー ド 部分 

えりの 途中から 生地 
の 裏側が 見え 始め、 
フー ド 部分に つなが 
ります。 


フー ドの 縁 


後ろから 見た フードは、 
三角形を 意識して 描き ま 
す。 フ_ ドの 縁と 本体の 
えり 部分 も しっかりと 描 
き 分け ましょう。 


衣服の 描き 方/男性 私服 
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顔の 右側と あ ごの 下 を 中心 に 影が 
ついている のが わかります a 


S 字 状の 腰の ラインと 太 ももの 下 
についた 濃い 影に 注目し ます， 


片 ひざを つき、 両手を 上げて いる 
セクシーな ポーズ。 全体 的な 体の 
ライン や 陰影を とらえ ましよう。 


下書き 


写真を もとに、 女性が 
剣を 振り かぶつて いる 
場面を 設定し ました。 
写真よりも 後ろ足を 立 
て 気味に し、 ひじの 位 
置を 高く して、 より マ 
ンガ らしい ポーズに デ 
フ オル メ します。 
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明暗 表現で 立体感を 出す 


光が 当たって できる、 明るい 部分と 暗い 部 
分を 描き 分ける ことで、 立体感が 出ました。 


反射の 表現 も 入れる 


明暗 表現の ほかに、 反射して できる 光の 表 
現を 加える ことで、 光の 存在 感が 増します ^ 


彩度を 調整して 目線を 誘導す る 


同じ 髪の毛で も、 顔から 離れる につれ て 彩 
度を 下げ、 読者の 目線を 顔に 誘導し ます。 
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基本の 肌色 
(明るい 色) 


口  _ 


いて 


「明度」 とは その 色の 明暗の 
度合いの こと。 着色す る 際 
は、 明るい 色と 中間色、 暗 
い 色の 3 色と、 光 (白） の 4 
つを 組み合わせて 立体感を 
出します。 


基本 


階 調 


暗 


暗 


左 斜め 上から 光を あてる と、 顔は 舄筋 あたりから 右側に 影が できます。 体 も 肩 や 
胸、 腰を 中心に 右側に 影を つけます。 


顔 


カゲの 色 
(中間色) 


基本の 髮色 
(中間色） 


中  中 


暗い 肌色と 明るい 肌色の 
中間色が 入る ことで、 グ 
ラデー シ ヨンが ついて 立 
体感が 出ます。 


い カゲの 色 
(暗い色） 


C  ：30 
M  ：50 
Y  ：45 
K  :  0 


(暗い色) 


カゲの 色 


基本の カラーを 紫に 設定 
し、 グラデーション をつ 
けました。 髪の毛の ツヤ 
は 明るい 紫色で 表現。 


写真の 人物の 左側に 光源が あるので、 人物の 右側 
に 暗い 部分が できて いるの がわ かります。 


と 髪の毛の 着色 


髪の毛の ツヤ 
(明るい 色） 


光の 表現 


光と 影を 表現す る 着色 方法を 覚えて、 立体感を つけましょう。 色の グラデーション をな 
めら かにして キヤ ラク ターを 自然に 見せ ましよう。 


光源を 設定す る 


光源 


下書きに 影を つける 


V 


% 


7k 


\w 


2  8  6  0 


CMYK 


6 


4  0  0 
2  3 


CMYK 


0  6  2  5 
6  7  5 


CMYK 


2  0  0  8 
7  8  6  2 


CMYK 


47 64 41 0 


C M YK 
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カゲの 色 
(中間色) 


暗い カゲの 色 
(暗い色） 


基本の 肌色 
(明るい 色) 


暗い カゲの 色 
(暗い色） 


光の 色 
(明るい 色） 

C  :  7 


基本の 色 
(中間色) 


暗い カゲの 色 
(暗い色） 


胸の 膨らみは 球体を イメージして 着色し ま 
す。 明るい 色から 暗い色まで、 上図の よう 
に 球状になる ように 塗ります。 


振り上げた 腕の 影 
が 脇に、 また スカ 
— 卜の 影が 太 もも 
に 濃く 出る ように、 
コントラストを 強 
< しています。 


基本の 肌色 
(明るい 色) 


カゲの 色 
(暗い色） 


しわの 色 
(明るい 色） 


カゲの 色 
(暗い色) 


ベス ト 


厚手の ベス トの しわ 部 
分は、 基本 色より 明る 
い オレンジ色で 表現し 
ま した。 


基本と なると ベス トの 
色は ワインレッド。 全 
体の バランスを 見て 使 
います。 


スカー ト* 靴下 


基本 色から 明度を 落と 
して、 茶色に 近い レツ 
ドを 影 表現に 使用して 
います。 


〔アン ダー ウェア ) 


ツル ツルして いる 素材 
は、 光が あたつ ている 
部分を 強調して 表現し 
ます。 


基本 色には オレンジを 
設定。 ここでは やや 灰 
色が かった 色を 選び ま 
した。 


黒い 衣服は、 あま 
り グラデーション 
をつ けない 方が コ 
ント ラス トが はつ 
きりす るので、 シ 
ヤー ブな 印象に な 
ります。 


「胸の 着色 j と 同様に、 
影 表現を 利用して 球体 
を 表現し ま しよう。 


カゲの 色 
(中間色) 


V 


基本の 肌色 

カゲの 色 

r 

(明るい 色） 

(中間色） 

C  :  4 

C  :  6 

M  : 12 

麵  M  ：31 

Y  ：22 

■  丫  ：  33 

K  :  0 

▼  K  :  0 

< _ _  」 

L _ _ j 

衣服の 着色 


腕と 足の 着色 


胸の 着色 


5  3  5  0 
22 


C M Y K 


? 30 36 g 


c  w  YK 


60 64 50 8 


cw  YK 


9  99  3 

3  7  6  3 

*  *.  * » ■ ■ 

CMYK 


5  0  0 
3  5 

M  Y  K 


2  0  10 
15  6 

CMYK 


0  5  8  0 
3  4  3 


c  w  YK 


5  0  8  0 


CMYK 


0  0  0  3 
4  8  6 


c m yk 


0  6  6  5 
6  8  8  2 


CMYK 


0  9  0  0 
2  6  7 


CMYK 


3  3  9  0 
3  5  4 


c  VYK 
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暗い カゲの 色 
(暗い色） 

C 
M 
Y 
K 


45 

66 

13 

0 


POINT 


彩度に ついて 


彩度」 とは 色の 鮮やか さの こと。 濁 
し」 のない 色が 最も 彩度の 高い 色で 
す。 各 色に 白 や 灰色、 黒な どが 混ざ 
ると 彩度が 下がります。 


辰] 


中 


低 


r  > 

カゲの 色 
(中間色） 


J 


暗い カゲの 色 
(暗い色） 


基本の 肌色 
(明るい 色) 


基本の 肌色 
(明るい 色) 


明度 • 彩度が 未 調整な まま 

顔と 体の 肌の 色が、 灰色が 混ざった ようにく 
すんで 見えます。 全体 的に 影 表現が 控えめ な 
ので 明暗が あまりつ いていません。 


明度 • 彩度を 調整す る 

首 や 腕、 太 もも 部分の 陰影を 強く し、 肌 も ワン トーン 明る 
い 色に 変更し ました。 影に なって いる 部分 や、 あまり 重要 
ではない 部分の 色合いを 背景の 色に 近づけたり、 彩度を 落 
としたり する ことによって メ リハリ が 生まれます。 


カゲの 色 
(中間色) 


明度と 彩度の コン ト □ー ル 


明度 だけでなく、 色の 鮮やか さで ある 「彩度」 を 調整す る だけで、 イ ラス 
に 立体感と メ リハリ をつ ける ことができます。 
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基本の 肌色 
(明るい 色) 


C  :  3 
M： 12 
Y  : 19 
K  :  0 


カゲの 色 
(中間色) 


暗い カゲの 色 
(暗い色） 


空気 遠近法を 使う 


人物 以外の 背景を ぼかす 


遠くの もの ほど 薄く かすんで 見える、 という“ 空気 遠近法” を 使う と、 画面に! 
行きが 出て 手前の キャラクターが 目立ちます。 近景、 中景、 遠景と 遠くなる ( 
つれて 青み がかつ て 見える よう に 着色 しまし よう。 


目立たせたい 対象に だけ ピン トを 合わせ、 ほかの 部 
分を ぼやけさせる ことによって、 見せたい 部分を く 
つきり させる ことができます。 


視線を 誘導す る 


カラー イラストの 場合、 キャラクター や 構図、 背景の 着色を 工夫す る ことで、 


一番 見せたい 部分を 目立たせ、 作品の 訴求 力を 高める ことができます 


〇 


顔 まわりの 彩度を 上げる 


構図を 工夫す る 


顔と 胸の まわりの 彩度を 上げ、 下半身 や 腕、 服装の 彩度を 落とす 
ことによって、 視線が 顔に 集中し ます。 


道路 や ビル、 飛行船を 結ぶ ライ ンが 画面 中央に くるよう に 計算 さ 
れた 構図です。 銃を 持った 手を 近景に 描いて いるの も ポイント。 
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よく 聞かれ ますが、 私は 美術大学 や 専門学校 等は 出て いません。 
本格的に 絵の 勉強を 始めた のは 30 才 近くに なって からです。 

しかも イ ラス トの 仕事を 始めてから …… 。 

それまでは 全く イラ ス トとは 関係の ない 仕事を していました。 

そんな 自分が、 このような 技術 書に 携わって いいの か 正直 迷いました が、 

自分が わからなくて 悩んだ こと、 失敗した こと、 

同じような ことで 悩んで る 方々 のために なれば と 思い、 描かせて いただきました 

写真と 比べて ほしくて、 少し デフォルメの 表現は おさえて いますが、 

なるべく わか り やすくな るよう に 心掛けた つもり です。 

この 本の おかげで、 自分自身に とっても 新しい 発見 や 

技術の 向上に つながりました。 

素晴らしい モデル さんと スタッフの 皆様の お 力の おかげ だと 思います。 

ありが と ラ ございました。 

まだまだ 未熟な 自分では あります が、 表現したい ことが 山 ほどあります。 
この 本が 皆さんの 表現の、 そ して 夢への 手助けに なれば 幸いです。 

西 野 幸 治 
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神奈川県 在住の イラスト レー ター。 力ー ド や ゲームの キャラクター デザイン や、 挿絵を 手掛ける。 


株式会社 セガ 「三国志 大戦 3」/ カード イラ スト 
スクウェアエニックス • タイトー 「悠久の 車輪 J/ カード イラスト 


株式会社 日本ー ソフトウェア •  FOG 「 奈落の 城〗/ キャラクター デザイン •イ ラス ト 
株式会社 日本ー ソフト ウ 1ア •  FOG 「雨 格子の 館」/ キャラクター デザイン • イラ スト 

幻 冬 舎 コミックス 「ルナ* シューター」 1 〜 3/ カバー イ ラス ト. □絵， 挿絵 

富士見 書房 「ソード ワールド 2.0 ルー ル ブック ト IN」/ モン スター デザイン， モノクロ イラスト 
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